
要
旨
『
方
丈
記
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
古
本
・
流
布
本
・
略
本
の
関
係
が
長
く
論
争
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
そ
う
し
た
問
題
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
、
伝
本
の
ま
と
ま
っ
た
調
査
・
研
究
は
、
鈴
木
知
太
郎
・
簗
瀬
一
雄
・
青
木
伶
子
・
草
部
了
円
ら
以
来
、
三
十
年
以
上
行
わ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
三
十
年
の
間
に
は
、
新
た
に
出
現
し
た
伝
本
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
所
蔵
者
が
変
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

『
方
丈
記
』
諸
本
の
再
調
査
を
略
本
か
ら
進
め
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
三
系
統
あ
る
略
本
の
う
ち
、
延
徳
本
系
統
・
最
簡
略
本
系
統
に
つ
い
て

調
査
し
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
。

延
徳
本
・
最
簡
略
本
に
つ
い
て
は
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
も
の
や
、
現
在
行
方
不
明
の
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
幸
い
そ
れ

ら
の
影
写
本
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
研
究
史
を
概
観
し
な
が
ら
、
各
伝
本
の
解
題
を
記
し
、

影
写
本
に
つ
い
て
は
、
影
写
本
相
互
の
異
同
を
整
理
し
て
、
散
供
し
た
伝
本
の
原
態
を
探
る
。

こ
れ
ま
で
の
略
本
研
究
で
は
、
諸
本
間
の
異
同
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
文
異
同
の
比
較
・
対
照
に
始
ま
る
本
文

の
校
訂
作
業
は
、
研
究
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
略
本
研
究
に
お
け
る
問
題
点
に
も
言
及
し
て
、
今
後
の
研
究
に
向

け
た
階
梯
と
す
る
。

『
方
丈
記
』
諸
本
の
再
調
査

ｌ
延
徳
本
・
最
簡
略
本
Ｉ

神

田

邦

彦
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『方丈記』諸本の再調査

『
方
丈
記
』
の
諸
本
は
、
広
本
と
略
本
に
大
別
さ
れ
、
広
本
は
古
本
と
流
布
本
の
二
系
統
に
、
略
本
は
長
享
本
・
延
徳
本
・
最
簡
略
本

（
１
）

の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
各
系
統
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
本
が
長
明
の
原
本
を
も
っ
と
も
忠
実
に
伝
え
る
も
の
で
、
流

布
本
は
こ
れ
に
後
人
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
略
本
は
こ
れ
を
も
と
に
改
作
し
た
も
の
と
す
る
見
方
と
、
略
本
は
草
稿
で
あ
り
、

（
２
）

流
布
本
は
そ
の
改
訂
槁
、
古
本
は
最
終
稿
と
す
る
見
方
と
が
あ
る
が
、
決
着
し
て
い
な
い
。
簗
瀬
一
雄
は
、
「
こ
う
し
た
問
題
は
、
何
回

（
３
）

で
も
根
本
に
立
ち
も
ど
っ
て
研
究
す
べ
き
」
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
流
布
本
・
略
本
は
後
人
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も

そ
こ
に
長
明
の
推
敲
の
跡
を
追
え
る
の
か
は
、
『
方
丈
記
』
の
根
本
を
揺
る
が
す
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
筆
者
も
今
後
さ
ら
な
る

追
及
が
俟
た
れ
る
課
題
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
諸
本
の
問
題
に
取
り
組
む
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
諸
本
の
調
査
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
鈴
木
知
太
郎
（
「
方
丈

記
諸
本
解
説
略
」
、
の
ち
に
「
方
丈
記
諸
本
解
説
」
に
改
稿
。
以
下
引
用
文
献
の
書
誌
は
一
覧
を
本
稿
末
尾
に
記
す
）
・
簗
瀬
一
雄
（
「
方

丈
記
伝
本
考
」
）
・
青
木
伶
子
（
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
）
・
草
部
了
円
（
『
方
丈
記
諸
本
の
本
文
校
訂
に
関
す
る
研
究
』
）
ら
以
来
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
簗
瀬
の
「
方
丈
記
伝
本
考
」
の
改
訂
版
が
出
た
一
九
八
○
年
を
最
後
に
、
ま
と
ま
っ
た
調
査
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
、
そ
れ
か
ら
三
十
年
余
が
経
つ
こ
と
に
な
る
。
昨
年
、
三
角
洋
一
氏
が
「
『
方
丈
記
』
古
本
系
諸
本
の
関
係
」
に
お
い
て
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
と
細
川
幽
斎
自
筆
本
と
を
含
め
た
検
討
を
行
い
、
古
本
系
主
要
諸
本
の
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
冷
泉
家
本

（
４
）
（
５
）

は
二
○
○
九
年
に
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
幽
斎
筆
本
は
一
九
八
四
年
に
影
印
が
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
こ
ん
に
ち
ま
で
検
討
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
延
徳
本
・
最
簡
略
本
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
三
十
年
の
間
に
は
、

は
じ
め
に
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延
徳
本
は
、
奥
書
に
、
「
此
本
奥
書
日
、
方
丈
記
者
是
祇
翁
之
所
持
、
以
長
明
自
筆
巻
物
写
之
畢
、
誠
筐
中
之
重
宝
也
／
延
徳
二
年
三

月
上
旬
肖
柏
判
」
と
見
え
て
、
宗
祇
（
祇
翁
）
が
所
持
し
て
い
た
鴨
長
明
自
筆
本
を
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
○
）
三
月
に
肖
柏
が
写

し
た
由
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
称
が
あ
る
が
、
本
文
の
主
な
異
同
と
し
て
は
、
他
の
略
本
に
見
え
な
い
所
謂
「
折
琴
・
つ
ぎ
琵

琶
の
条
」
が
あ
り
、
末
尾
に
、
「
桑
門
蓮
胤
誌
之
」
と
の
長
明
の
署
名
（
蓮
胤
は
長
明
の
法
名
）
の
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

因
み
に
、
近
年
ま
で
延
徳
本
の
特
徴
と
し
て
、
右
の
署
名
の
あ
と
に
、
「
墨
染
の
衣
に
似
た
る
心
か
と
問
人
あ
ら
は
い
か
公
こ
た
へ
ん
」

と
い
う
和
歌
が
一
首
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
加
賀
元
子
氏
が
紹
介
さ
れ
た
最
簡
略
本
系
統
の
豊
山
文
庫
本
（
後
述
）

に
も
こ
の
歌
が
あ
っ
て
、
延
徳
本
の
み
の
特
徴
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
。

こ
の
た
び
の
調
査
で
は
、
次
の
（
１
）
～
（
３
）
の
三
本
を
確
認
し
た
。

こ
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
な
が
ら
検
討
さ
れ
ず
に
あ
る
『
方
丈
記
』
の
伝
本
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
（
拙
稿
ｂ
）
。
し
た
が
っ
て
、
『
方
丈

記
」
の
諸
本
は
、
再
調
査
、
再
検
討
が
な
さ
れ
て
い
い
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
二
○
三
、
二
○
一
二
年
度
に
行
わ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
研
究
「
大
福
光
寺
本
「
方
丈
記
」
を
中
心
と

し
た
鴨
長
明
作
品
の
文
献
学
的
研
究
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
を
契
機
に
、
も
っ
と
も
調
査
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
略
本
か

ら
調
査
を
行
い
、
略
本
の
三
系
統
の
う
ち
、
長
享
本
系
統
の
伝
本
七
本
に
つ
い
て
別
稿
に
ま
と
め
た
（
拙
槁
ａ
。
Ｃ
）
。
本
稿
は
そ
れ
に

続
く
も
の
で
、
同
じ
く
略
本
系
統
に
属
す
る
延
徳
本
系
統
と
最
簡
略
本
系
統
の
伝
本
に
つ
い
て
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

｜
、
延
徳
本
系
統
の
諸
本
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『方丈記』諸本の再調査

こ
の
害
（
注
、
「
方
丈
記
』
）
に
広
略
の
二
本
あ
り
。
広
本
は
類
従
本
、
扶
桑
拾
葉
集
本
皆
然
り
。
諺
解
、
首
書
、
泗
説
等
ま
た
こ
れ

に
よ
れ
り
。
略
本
は
延
徳
二
年
宗
祇
の
手
書
を
写
せ
る
も
の
な
る
よ
し
を
記
せ
り
。
こ
の
両
本
の
い
づ
れ
が
方
丈
記
の
原
本
な
り
や

分
明
な
ら
ず
。
（
二
四
頁
）

と
説
か
れ
、
「
延
徳
二
年
宗
祇
の
手
書
を
写
せ
る
も
の
な
る
よ
し
を
記
」
し
て
い
る
か
ら
、
確
か
に
延
徳
本
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
原
本
の

詳
細
な
書
誌
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
国
立
国
会
図
書
館
に
は
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
五
月
に
藤
岡
が
写
し
た
も
の
を
、
弥
富
浜

雄
が
同
年
六
月
に
転
写
し
た
旨
の
奥
書
を
有
す
る
略
本
方
丈
記
の
校
合
本
一
冊
が
あ
る
。
奥
書
に
底
本
・
校
本
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い

（
１
）
東
大
国
語
研
究
室
本
（
東
大
本
と
略
称
）

東
京
帝
国
大
学
国
語
研
究
室
に
あ
っ
た
写
本
一
冊
で
、
松
浦
貞
俊
の
『
方
丈
記
五
種
』
解
説
に
よ
る
と
、
原
本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失

し
た
（
二
九
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
菅
野
真
梁
の
「
異
本
方
丈
記
研
究
小
史
」
に
よ
る
と
、

異
本
方
丈
記
を
初
め
て
世
に
紹
介
せ
ら
れ
た
の
は
、
故
藤
岡
作
太
郎
博
士
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
於

い
て
、
明
治
三
十
九
年
九
月
よ
り
博
士
の
逝
去
の
時
に
至
る
ま
で
約
三
箇
年
半
に
亘
れ
る
講
義
「
鎌
倉
室
町
時
代
文
学
史
」
第
二
年

（
マ
、
）

（
明
治
四
十
九
年
よ
り
）
の
初
頭
に
於
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
こ
の
藤
岡
博
士
の
あ
げ
ら
れ
た
「
延
徳
二
年
宗
祇
の
手
書
を
写
せ
る
も
の
」
と
は
、
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
国
語
研
究

室
に
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
た
延
徳
本
で
、
後
に
東
大
本
と
か
、
国
語
研
究
室
本
と
か
よ
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
し
て
、
書
物
で
は
な
い
が
、
雑
誌
「
心
の
花
」
に
は
、
こ
の
東
大
本
が
覆
刻
せ
ら
れ
た
。
（
二
七
四
頁
）

と
の
由
で
、
藤
岡
作
太
郎
が
「
鎌
倉
室
町
時
代
文
学
史
」
の
講
義
で
、
は
じ
め
て
『
方
丈
記
』
に
異
本
（
略
本
）
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

た
の
が
、
こ
の
延
徳
本
系
統
の
東
大
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
藤
岡
の
講
義
は
の
ち
に
同
じ
題
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
は
、
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行
く
川
の
流
は
絶
ず
し
て
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
淀
み
に

浮
ぶ
う
た
か
た
は
、
且
き
え
且
結
ん
で
久
し
く
と
ど
ま
る
事
な
し
。

世
中
に
あ
る
人
も
す
み
か
も
又
か
く
の
如
し
。
も
ろ
も
ろ
の
里
々
に

岩
松
「
異
本
方
丈
記
」
の
東
大
本
翻
刻

が
、
本
文
を
検
す
る
に
東
大
本
を
底
本
と
し
、
長
享
本
系
統
に
属
す
る
森
本
を
対
校
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
藤
岡
が
東
大
本
を
紹
介
し
た

の
が
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
三
年
間
行
わ
れ
た
講
義
の
第
二
年
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
年
で
、
藤
岡
が
講
義
の
た
め

に
控
え
て
い
た
も
の
の
写
し
か
と
推
察
さ
れ
る
。

藤
岡
は
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
没
す
る
（
明
治
四
十
一
年
、
一
九
一
○
）
が
、
先
に
引
い
た
菅
野
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
雑
誌
「
心
の
花
」

に
、
東
大
本
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
た
と
あ
る
。
執
筆
者
名
や
巻
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
岩
松
東
雄
の
「
異
本
方
丈
記
」
が
そ
れ
で
、

「
心
の
花
」
の
第
十
八
巻
第
五
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
発
表
で
、
同
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
震
災
焼
失

前
の
翻
刻
と
し
て
は
管
見
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
冒
頭
に
簡
単
な
解
説
が
あ
り
、

方
丈
記
に
就
き
て
は
学
者
の
間
に
諸
説
あ
り
。
こ
ゞ
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
語
研
究
室
に
異
本
方
丈
記
一
巻
を
蔵
す
。
本
文

流
布
本
の
何
分
の
一
に
し
て
終
末
の
歌
も
流
布
本
と
た
が
へ
り
。
辞
句
の
間
ま
ま
語
し
き
点
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、
採
録
し
て
学

者
の
参
考
に
供
す
。
（
七
三
頁
）

と
、
東
大
所
蔵
の
本
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
延
徳
二
年
の
奥
書
の
こ
と
な
ど
、
詳
細
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
本
文
を
見
る
に
、
確

か
に
延
徳
本
系
統
の
本
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
東
大
本
の
影
写
本
三
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

東
大
本
の
影
写
本
（
長
連
恒
本
・
山
田
孝
雄
本
・
橋
本
進
吉
本
に
よ
る
。

三
本
は
こ
の
部
分
異
同
な
し
）

行
川
の
な
か
れ
は
絶
す
し
て
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
す
よ
と

み
に
う
か
ふ
う
た
か
た
ハ
か
つ
き
え
か
つ
む
す
ん
て
ひ
さ
し
く
と
■

ま
る
こ
と
な
し
世
の
中
に
あ
る
人
も
す
ミ
か
も
又
か
く
の
こ
と
し
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『方丈記』諸本の再調査

棟
を
並
べ
蓋
を
争
へ
る
た
と
き
い
や
し
き
人
の
住
ゐ
も
、
世
世
を
経

て
つ
き
せ
ぬ
物
な
れ
ど
も
、
昔
あ
り
し
は
今
は
無
し
。
或
は
去
年
栄

え
て
今
年
亡
ひ
、
或
は
昨
日
つ
く
り
て
け
ふ
は
焼
け
ぬ
。
既
に
人
こ

れ
に
同
じ
。
姿
も
変
ら
ず
ふ
る
ま
ひ
も
同
じ
け
れ
ど
も
、
古
へ
見
し

人
は
百
人
か
中
に
僅
に
一
人
二
人
残
れ
り
。
（
後
略
）

山
岸
徳
平
影
写
本
に
つ
い
て

以
上
が
震
災
で
の
原
本
焼
失
前
の
状
況
で
あ
る
が
、
焼
失
後
は
、
大
正
十
三
年
の
吉
川
秀
雄
『
校
定
方
丈
記
評
釈
』
巻
末
附
録
に
、
東

後
述
の
東
大
本
の
影
写
本
と
比
較
す
る
と
、
岩
松
の
翻
刻
は
漢
字
を
当
て
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
読
み
や
す
く
校
訂
し
た
も
の
と
察
せ
ら

れ
、
ま
た
影
写
本
に
お
い
て
「
わ
っ
か
に
わ
っ
か
に
」
と
な
っ
て
い
る
術
字
と
思
し
き
部
分
（
傍
線
部
）
も
直
し
て
あ
る
。
原
本
が
失
わ

れ
た
現
在
に
あ
っ
て
は
、
原
本
の
状
態
を
な
る
べ
く
正
確
に
伝
え
る
も
の
が
希
望
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
に
向
か
な
い
と
い
え
る
。

因
み
に
、
前
槁
（
拙
稿
ａ
、
八
四
・
八
五
頁
）
に
も
記
し
た
が
、
翌
大
正
四
年
に
珍
書
同
好
会
か
ら
『
異
本
方
丈
記
』
と
題
し
て
、
略

本
の
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
東
大
本
は
そ
の
校
本
に
な
っ
て
い
る
（
底
本
は
長
享
本
系
統
の
森
本
）
。
し
か
し
、
す
で
に
同
槁
に
記

し
た
と
お
り
、
こ
の
珍
書
同
好
会
版
も
適
宜
漢
字
を
あ
て
た
も
の
で
、
略
本
『
方
丈
記
』
の
流
布
に
寄
与
し
た
も
の
と
し
て
研
究
史
上
重

要
な
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
原
態
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
ん
に
ち
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
役
目
を
終
え
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。

も
ろ
』
、
の
里
々
に
棟
を
な
ら
へ
い
ら
か
を
あ
ら
そ
へ
る
た
と
き

い
や
し
き
人
の
住
ゐ
も
世
々
を
経
て
つ
き
せ
ぬ
物
な
れ
と
も
む
か

し
あ
り
し
は
今
ハ
な
し
或
は
去
年
さ
か
へ
て
こ
と
し
ほ
ろ
ひ
あ
る

ひ
ハ
き
の
ふ
つ
く
り
て
け
ふ
ハ
や
け
ぬ
既
に
人
こ
れ
に
お
な
し
す

か
た
も
か
は
ら
す
ふ
る
ま
ひ
も
お
な
し
け
れ
と
も
い
に
し
へ
見
し

（
術
力
）

人
ハ
百
人
か
中
に
わ
っ
か
に
わ
っ
か
に
ひ
と
り
ふ
た
り
残
れ
り

（
後
略
）
（
傍
線
・
傍
注
筆
者
）
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明
治
四
十
四
年
十
月
廿
八
日

長
連
恒

と
識
さ
れ
て
い
る
。
本
冊
所
収
の
も
の
は
、
こ
の
影
写
本
の
縮
刷
影
印
で
あ
る
。

（
二
九
頁
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
は
山
口
・
長
両
影
写
本
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
細
野
哲
雄
校
注
の
『
方
丈
記
』
（
日
本
古
典
全

書
）
に
も
東
大
本
の
翻
刻
が
全
文
収
録
さ
れ
て
お
り
、
凡
例
に
よ
れ
ば
、
「
延
徳
本
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
国
語
研
究
室
旧
蔵
本
（
原
本

は
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
）
を
影
写
さ
れ
た
山
岸
徳
平
先
生
所
持
本
を
恩
借
し
て
こ
れ
に
よ
」
っ
た
と
い
う
（
七
三
頁
）
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
山
岸
の
「
方
丈
記
、
私
の
言
写
本
」
で
確
認
す
る
と
、

（
一
九
一
一
）

東
大
国
語
研
究
室
本
は
、
明
治
四
十
四
年
十
月
下
旬
に
、
東
洋
大
学
教
授
の
長
連
恒
先
生
が
影
写
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
東
洋
大
学
関

（
一
九
二
九
）

係
の
故
松
浦
貞
俊
氏
が
転
写
さ
れ
た
の
を
、
昭
和
四
年
七
月
上
旬
に
借
覧
し
て
写
し
て
お
い
た
。
（
二
頁
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
長
の
影
写
本
を
松
浦
が
写
し
た
も
の
を
山
岸
が
写
し
た
も
の
で
、
原
本
か
ら
三
度
の
転
写
を
経
た
も
の
で
あ

大
本
と
森
本
（
長
享
本
系
統
）
の
校
訂
本
文
と
頭
注
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
同
書
の
序
に
よ
れ
ば
、

巻
末
の
二
種
の
異
本
は
、
畏
友
山
口
剛
氏
の
写
本
を
借
り
得
て
写
し
て
お
い
た
も
の
を
附
録
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
頁
）

と
あ
っ
て
、
山
口
剛
の
影
写
本
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先
述
の
『
方
丈
記
五
種
」
に
は
、
長
連
恒
に
よ
る
影
写
本
の
影
印
が

収
め
ら
れ
、
松
浦
の
簡
単
な
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

右
の
国
語
研
究
室
本
（
注
、
東
大
本
）
は
、
大
正
震
火
災
の
折
に
焼
失
せ
る
由
で
あ
る
が
、
幸
に
長
連
恒
先
生
が
忠
実
に
影
写
せ
ら

れ
た
本
が
あ
り
、
原
本
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
影
写
本
に
は

右
異
本
方
丈
記
一
巻
は
東
京
帝
国
大
学

文
科
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
本
を
影

写
し
た
る
も
の
な
り
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『方丈記』諸本の再調査

る
。
こ
れ
は
こ
の
た
び
の
調
査
で
、
現
在
実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
に
蔵
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
書
誌
を
記
し

て
お
ノ
、
。

岸
筆
。
本
文
は
別
筆
で
あ
る
。

東
大
本
の
山
岸
徳
平
影
写
本
実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
（
詮
謂
）
。
袋
綴
、
一
冊
。
縦
二
七
・
四
、
横
一
九
・

五
糎
。
渋
表
紙
。
四
周
双
辺
の
題
釜
に
「
異
本
方
丈
記
国
語
研
究
室
本
」
と
墨
書
し
、
表
紙
左
肩
に
貼
付
。
ま
た
表
紙
右
上
に
「
略
本
、

国
語
研
究
室
本
（
延
徳
本
）
」
と
打
付
書
き
。
ま
た
表
紙
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
の
朱
印
。
前
と
後
ろ
に
遊
紙
各
一
紙
あ
り
。
第
一

丁
は
扉
で
、
左
端
に
「
異
本
方
丈
記
」
と
書
き
、
裏
は
余
白
。
内
題
は
な
く
、
第
二
丁
表
一
行
目
よ
り
本
文
。
一
面
八
行
に
し
、
第

十
一
丁
表
六
行
目
に
て
本
文
を
終
え
、
次
行
に
「
墨
そ
め
の
衣
に
ゞ
た
る
こ
当
る
か
と
／
と
ふ
人
あ
ら
は
い
か
畠
こ
た
へ
む
」
と
和

歌
を
二
行
に
書
く
。
第
十
一
丁
裏
は
一
行
目
下
部
に
「
桑
門
蓮
胤
誌
之
」
と
記
し
、
次
の
行
よ
り
延
徳
二
年
の
奥
書
を
記
す
（
奥
書

の
本
文
は
省
略
）
。
次
の
一
丁
は
余
白
で
、
墨
付
第
十
二
丁
表
に
以
下
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

右
一
巻
異
本
方
丈
記
東
大
文
科
大
学
国
語
研
究
室
旧

蔵
本
也
大
正
大
震
災
之
日
東
大
学
舎
尽
販
干
烏
有
而

典
籍
挙
為
灰
儘
芙
明
治
四
十
四
年
十
月
下
淀

長
氏
書
写
斯
巻
僅
止
原
型
者
也
余
借
覧
斯
巻

干
松
浦
氏
得
閑
一
読
遂
令
家
中
小
女
影
写
者
也
示
耳

（
七
月
）

昭
和
四
年
夷
則
九
霧
雨
雷
後
夜

岸
廼
舎
識

第
十
二
丁
の
裏
は
山
岸
が
見
た
と
思
し
き
『
方
丈
記
』
の
写
本
が
列
記
さ
れ
て
い
る
（
本
文
は
省
略
）
。
な
お
、
表
紙
・
奥
書
は
山
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る
。
そ
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、

（
一
九
一
四
）

京
都
の
鈴
鹿
三
七
氏
は
、
大
正
三
年
に
橋
本
進
吉
氏
に
依
頼
し
て
作
ら
れ
た
影
写
本
を
持
っ
て
居
ら
れ
る
。

今
、
同
氏
の
協
力
に
よ
っ
て
、
本
叢
書
に
収
め
た
も
の
は
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。
奥
に
、

此
の
書
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
語
研
究
室
の
蔵
本
な
り
文
学
士
橋
本
進
吉
氏
を
煩
し
て
此
の
影
写
本
を
得
た
り

大
正
三
年
秋
東
陵
生
識

と
認
め
て
あ
る
。
東
陵
は
鈴
鹿
氏
の
号
で
あ
る
。

（
一
・
二
頁
）

と
あ
っ
て
、
鈴
鹿
三
七
が
橋
本
進
吉
に
依
頼
し
て
写
さ
せ
た
も
の
と
の
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
た
び
の
調
査
で
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館

鈴
鹿
文
庫
に
所
蔵
が
確
認
さ
れ
た
。
前
掲
の
簗
瀬
の
「
解
題
」
で
は
触
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
次
に
解
題
を
記
し
て
お
く
。

橋
本
進
吉
影
写
本
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
鈴
鹿
文
庫
蔵
（
屋
詔
）
。
一
冊
。
登
録
書
名
「
異
本
方
丈
記
（
延
徳
本
）
」
。
袋
綴
、
縦

二
六
・
五
、
横
一
九
・
○
糎
。
肌
色
無
地
表
紙
。
表
紙
左
端
の
四
周
双
辺
の
刷
り
題
叢
に
「
異
本
方
丈
記
」
と
墨
書
（
鈴
鹿
三
七
筆
）
。

本
文
料
紙
は
楮
紙
。
第
一
丁
表
左
端
に
「
異
本
方
丈
記
」
と
墨
書
。
裏
は
余
白
。
内
題
は
な
く
、
第
二
丁
一
行
目
よ
り
本
文
を
始
め
、

一
面
八
行
に
書
く
。
第
十
丁
表
六
行
目
で
本
文
を
終
え
、
次
行
に
「
墨
そ
め
の
」
の
歌
（
前
出
）
を
二
行
に
分
か
っ
て
書
き
、
そ
の

裏
に
「
桑
門
蓮
胤
誌
之
」
と
記
し
て
、
次
行
か
ら
同
丁
末
行
に
か
け
延
徳
二
年
の
奥
書
を
記
す
（
前
掲
参
照
）
。
次
丁
（
第
十
一
丁
）

表
に
、
三
七
の
筆
で
（
本
文
別
筆
）
、

此
の
書
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
語
研
究
室
の
蔵
本
な
り
文
学
士
橋
本
進
吉
氏
を
煩
し
て
此
の
影
写
本
を
得
た
り

大
正
三
年
秋
東
陵
生
識

橋
本
進
吉
影
写
本
に
つ
い
て

ま
た
、
簗
瀬
一
雄
の
『
延
徳
本
方
丈
記
』
（
碧
沖
洞
叢
書
第
四
十
四
輯
）
に
、
東
大
本
の
橋
本
進
吉
影
写
本
の
翻
刻
も
掲
載
さ
れ
て
い
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『方丈記』諸本の再調査

山
田
孝
雄
影
写
本
に
つ
い
て

ま
た
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ

な
お
、
こ
の
橋
本
進
吉
影
写
本
に
つ
い
て
は
、
簗
瀬
の
碧
沖
洞
叢
書
（
前
述
）
の
ほ
か
に
、
同
じ
簗
瀬
の
『
方
丈
記
付
現
代
語
訳
』

（
角
川
文
庫
）
や
『
方
丈
記
全
注
釈
』
に
も
参
考
資
料
と
し
て
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
川
寿
一
の
『
延
徳
校
本
異
本
方
丈

記
』
と
『
校
註
異
本
方
丈
記
』
も
橋
本
本
を
利
用
し
て
い
る
。
前
者
は
小
川
蔵
延
徳
本
（
後
述
）
を
底
本
と
し
、
橋
本
本
と
藤
森
本
（
後

述
、
石
田
元
季
影
写
本
の
穎
原
退
蔵
影
写
本
）
を
対
校
さ
せ
た
も
の
と
、
同
書
の
「
は
し
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
長
享
本
系

統
の
彰
考
館
本
を
底
本
と
し
、
そ
れ
に
森
本
と
東
大
本
を
対
校
し
、
頭
注
を
加
え
た
も
の
と
「
は
し
が
き
」
に
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
こ
ち
ら
も
橋
本
影
写
本
に
よ
っ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

と
記
し
、
一
行
余
白
を
隔
て
て
、
ま
た
三
七
の
筆
で
、

（
塗
抹
）

龍
裕
大
学
＃
生
京
都
市
辻
猪
熊
東
の
小
川
寿
一
氏
一
本
を
蔵
せ
ら
る
徳
川
中
期
を
遡
ら
ざ
る
写
本
な
り

昭
和
三
年
九
月
一
見
の
節
こ
れ
を
識
す

巻
首
旧
蔵
者
印
次
の
ご
と
し

と
記
し
、
「
ご
と
し
」
の
左
に
、
紙
片
に
朱
筆
を
も
っ
て
蔵
書
印
を
模
写
し
、
貼
付
し
て
あ
る
（
「
松
秀
／
庵
」
）
。
な
お
、
十
一
丁
裏

は
余
白
。
以
上
、
墨
付
は
十
二
丁
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
大
正
三
年
に
鈴
鹿
三
七
の
依
頼
で
、
橋
本
進
吉
が
東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
の
延
徳
本
を
影
写
し
た
も
の

で
、
三
七
が
そ
の
旨
の
奥
書
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。
ま
た
、
三
七
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
小
川
寿
一
蔵
本
の
一
見
奥

害
を
追
加
し
て
い
る
。
な
お
、
行
取
り
・
仮
名
遣
い
・
改
丁
位
置
な
ど
は
、
前
述
の
長
連
恒
影
写
本
・
山
田
孝
雄
影
写
本
と
ま
っ
た
く
同

じ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
に
も
東
大
本
の
影
写
本
が
存
す
る
。
書
誌
は
以
下
の
と
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以
上
の
よ
う
に
、
東
大
本
は
震
災
で
焼
失
し
た
が
、
藤
岡
・
山
岸
・
橋
本
・
山
田
の
写
本
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
影
印
で
は
あ
る
が
『
方

丈
記
五
種
』
収
録
の
長
連
恒
影
写
本
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
藤
岡
の
そ
れ
は
森
本
と
の
校
合
本
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
除
く
が
、
長
‐
山

田
・
橋
本
・
山
岸
の
四
本
は
行
取
り
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
が
東
大
本
の
原
態
を
伝
え
る
影
写
本
と
認
め
ら
れ
、
そ
の

点
で
貴
重
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
は
若
干
の
異
同
も
あ
る
の
で
、
左
に
掲
出
し
て
お
く
。
‐
な
お
、
山
岸
の
そ
れ
は
長
の

影
写
本
を
松
浦
、
山
岸
と
写
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
ま
た
、
橋
本
影
写
本
に
つ
い
て
は
、
簗
瀬
の
碧
沖
洞

叢
書
の
翻
刻
も
あ
る
か
ら
、
参
考
に
そ
の
異
同
も
（
）
内
に
示
す
。

お
り
。

長
連
恒
影
写
本
影
印

１
巻
顧
の
思
ひ

２
た
ゆ
か
ら
ぬ
に
は

富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
所
蔵
（
詮
窪
）
。
一
冊
。
袋
綴
、
縦
二
六
・
五
、
横
一
九
・
○
糎
。
肌
色
無
地
表
紙
で
表
紙
左
端

に
四
周
単
辺
の
題
篭
を
貼
付
し
て
あ
る
が
、
何
も
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
丁
は
扉
で
、
左
端
に
「
異
本
方
丈
記
」
と
墨
書
し
、

右
肩
に
「
山
田
孝
／
雄
文
庫
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
あ
る
。
本
文
は
第
二
丁
表
第
一
行
目
よ
り
始
め
、
墨
付
は
十
丁
。
一
面
八
行
に

書
く
。
書
写
は
一
筆
。
最
後
に
延
徳
二
年
の
奥
書
を
記
す
。
な
お
、
後
ろ
に
一
丁
遊
紙
が
あ
る
。
書
写
奥
書
は
な
い
が
、
状
態
よ
り

見
る
に
近
代
の
写
し
で
、
山
田
の
筆
で
は
な
い
か
ら
、
山
田
が
人
に
写
さ
せ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
行
取
り
な
ど
が
、
前
述
の

長
連
恒
影
写
本
、
橋
本
進
吉
影
写
本
と
同
じ
で
あ
り
、
東
大
国
語
研
究
室
本
の
影
写
本
と
解
さ
れ
る
。

山
田
孝
雄
影
写
本

巻春
顧
の
思
ひ

（
一
字
余
白
）

た
ゆ
か
ら
に
は

＊

橋
本
進
吉
影
写
本

春
顧
の
思
ひ
（
「
叢
書
」
で
は
「
巻
」
と
す
る
）

（
マ
、
）

た
ゆ
か
ら
れ
に
は
（
「
叢
書
」
で
は
「
ぬ
」
と
す
る
）
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が
空
白
で
あ
り
、
橋
本
圭

前
後
の
文
脈
を
見
て
も
、

、

ま
ず
、
１
は
橋
本
本
で
「
春
顧
の
思
ひ
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
文
意
か
ら
い
っ
て
「
舂
顧
」
で
あ
り
、
「
巻
」
を
「
春
」
と
誤
記
し
た

も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
２
は
長
本
で
「
た
ゆ
か
ら
ぬ
に
は
」
と
あ
る
部
分
を
、
山
田
本
は
「
た
ゆ
か
ら
に
は
」
と
、
「
ぬ
」
の
部
分

、

、

が
空
白
で
あ
り
、
橋
本
本
は
「
た
ゆ
か
ら
れ
に
は
」
と
し
て
い
る
が
、
他
の
諸
本
で
は
「
た
ゆ
か
ら
ぬ
に
は
」
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

を
の
づ
か
ら
な
す
べ
き
事
あ
れ
ば
、
即
、
を
の
れ
が
身
を
っ
か
ふ
。
あ
り
く
べ
き
事
あ
れ
ば
、
み
づ
か
ら
あ
ゆ
む
に
た
ゆ
か
ら
ぬ
に

は
あ
ら
ね
ど
も
、
馬
・
鞍
・
牛
・
車
と
心
を
な
や
ま
す
よ
り
は
や
す
し
。

（
長
本
に
よ
る
。
私
に
句
読
点
や
濁
点
等
を
付
す
）

と
な
っ
て
お
り
、
当
該
箇
所
を
含
む
一
文
は
「
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
自
ら
歩
い
て
行
く
。
た
い
そ
う
な
こ
と
で
は

な
い
け
れ
ど
も
、
馬
や
鞍
、
牛
や
車
は
ど
う
し
よ
う
か
と
心
を
悩
ま
す
よ
り
は
た
や
す
い
こ
と
で
あ
る
」
と
解
さ
れ
て
、
文
意
で
も
「
た

、

、

ゆ
か
ら
ぬ
に
は
」
と
あ
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
山
田
本
が
空
白
で
あ
り
、
橋
本
本
が
「
た
ゆ
か
ら
れ
に
は
」
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
原
本
の
字
形
は
「
ぬ
」
か
「
ね
」
か
判
然
と
し
な
い
形
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
３
は
長
・
山
田
両
本
が
「
病
し
か
ら

す
」
と
な
っ
て
お
り
、
橋
本
本
が
「
□
し
か
ら
す
」
（
□
は
判
読
不
能
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
他
の
伝
本
で
は
「
痛
し
か
ら
ず
」
と

な
っ
て
い
て
、
文
意
と
し
て
は
そ
の
ほ
う
が
通
り
や
す
い
部
分
で
あ
る
。
「
痛
」
を
「
病
」
と
誤
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
橋
本
本
の

そ
れ
が
判
読
不
能
な
文
字
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
東
大
本
の
状
態
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
を
長
．

３
病
し
か
ら
す

４
宝
蔵
を
ひ
ら
ひ
て

５
楽
み
そ
や

６
此
本
奥
書
日

病
し
か
ら
す

宝
蔵
を
ひ
ら
い
て

楽
み
そ
や

此
本
奥
書

□
し
か
ら
す
（
「
叢
書
」
で
は
「
痛
」
と
す
る
）

宝
蔵
を
ひ
ら
ひ
て

、
、
、

楽
そ
や
（
「
叢
書
」
で
は
「
み
」
字
挿
入
）

此
本
奥
書
日
（
「
叢
書
」
で
は
「
日
」
字
な
し
）
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（
２
）
小
川
寿
一
旧
蔵
本
（
松
秀
庵
本
と
略
称
）

小
川
寿
一
旧
蔵
の
『
方
丈
記
』
に
は
ほ
か
に
長
享
本
系
統
の
も
の
が
二
本
あ
る
（
拙
槁
Ｃ
、
六
四
・
六
五
頁
参
照
）
か
ら
、
こ
こ
は
そ

れ
ら
と
区
別
す
る
た
め
、
原
本
に
あ
る
と
い
う
「
松
秀
庵
」
な
る
旧
蔵
印
か
ら
、
い
ま
仮
に
松
秀
庵
本
と
呼
ん
で
お
く
が
、
現
在
は
行
方

が
わ
か
ら
な
い
。
小
川
の
旧
蔵
書
は
一
度
古
書
店
に
ま
と
ま
っ
て
出
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
今
後
の
出
現
を
俟
ち
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
小
川
は
か
っ
て
鴨
長
明
学
会
を
組
織
し
、
機
関
誌
『
鴨
長
明
研
究
』
を
刊
行
、
『
方
丈
記
』
伝
本
の
翻
刻
を
精
力
的
に

（
６
）

行
っ
て
い
て
、
こ
の
松
秀
庵
本
を
紹
介
、
翻
刻
し
た
の
も
小
川
が
最
初
で
あ
っ
て
、
翻
刻
に
も
数
種
あ
る
。

東
大
本
に
つ
い
て
は
、
『
方
丈
記
』
の
略
本
と
し
て
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
本
で
あ
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
そ
れ
故
か
、
震
災
焼

失
後
も
た
び
た
び
翻
刻
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
き
た
伝
本
と
い
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
影
写
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
よ

う
な
異
同
の
確
認
、
校
合
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

山
田
が
「
病
」
と
取
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
は
東
大
本
が
「
病
」
と
し
て
い
た
も
の
か
、
影
写
の
際
に
「
痛
」
を
「
病
」
と

誤
写
し
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
４
の
「
宝
蔵
を
ひ
ら
ひ
て
」
は
山
田
本
の
み
が
「
宝
蔵
を
ひ
ら
い
て
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ

は
山
田
本
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
５
「
楽
み
そ
や
」
は
、
橋
本
本
の
み
「
ミ
」
の
字
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
橋
本

が
写
し
落
と
し
た
の
を
あ
と
で
加
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
６
の
「
此
本
奥
書
日
」
は
延
徳
二
年
の
奥
書
の
冒
頭
に
あ
る
字
句
で
、
他

の
延
徳
本
諸
本
に
も
見
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
が
、
山
田
本
の
み
「
日
」
の
字
が
欠
け
て
お
り
、
こ
れ
は
山
田
本
の
写
し
落
と
し
と
い
え
よ

》
『
ノ
○

の
置
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
異
同
の
多
く
は
影
写
の
際
の
誤
写
・
誤
記
の
類
と
解
さ
れ
、
三
影
写
本
の
一
致
度
は
か
な
り
高
く
、
信
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ま
ず
、
龍
谷
大
当

誌
の
紹
介
が
あ
る
。

こ
の
『
延
徳
校
本
異
本
方
丈
記
』
は
、
松
秀
庵
本
の
翻
刻
に
、
東
大
本
と
藤
森
本
（
後
述
）
の
異
同
を
頭
注
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

小
川
に
は
、
鴨
長
明
学
会
の
鴨
長
明
叢
書
第
一
輯
第
三
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
延
徳
本
異
本
方
丈
記
』
も
あ
る
。
松
秀
庵
本
を
影
写
し

た
も
の
を
謄
写
版
に
て
版
行
し
た
も
の
で
、
小
川
の
解
説
（
別
冊
）
が
付
く
。
な
お
、
こ
の
解
説
も
先
引
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
中
期
頃
の
写
し
で
、
前
述
の
東
大
本
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
小
川
が
指
摘
す
る
異
本
注
記
は
当
該
箇
所

の
み
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
東
大
本
が
松
秀
庵
本
に
対
校
さ
れ
た
異
本
か
ど
う
か
は
断
定
が
む
ず
か
し
い
。
む
し
ろ
、
両
者
を
比
較
し
て
み

る
と
東
大
本
と
松
秀
庵
本
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
行
取
り
ま
で
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
両
者
は
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
の
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
松
秀
庵
本
の
解
題
は
、
鈴
木
知
太
郎
の
「
方
丈
記
諸
本
解
説
略
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
右
と
大
同
小
異
な
の

る
か
ら
省
略
す
る
。

で
こ
こ
で
は
略
す
。

小
川
本
は
そ
の
大
さ
縦
八
寸
五
分
横
六
寸
一
分
で
、
薄
茶
色
の
表
紙
に
は
外
題
紙
無
し
に
、
地
に
「
異
本
方
丈
記
全
」
（
こ
れ
を
縮

写
し
、
本
書
の
外
題
紙
に
使
っ
た
）
と
あ
る
。
本
文
美
濃
紙
八
枚
、
十
行
で
あ
り
、
見
返
紙
の
下
に
は
「
松
秀
庵
」
と
の
旧
蔵
印
が

あ
る
。
こ
れ
が
伝
写
の
時
代
は
徳
川
中
期
頃
か
と
思
は
れ
る
。
書
体
及
び
文
章
は
元
東
京
帝
国
大
学
国
語
研
究
室
本
と
非
常
に
よ
く

類
似
し
そ
の
相
違
は
実
に
僅
少
で
あ
る
。

本
書
は
東
大
本
に
比
し
て
脱
落
も
あ
る
が
、
そ
の
間
近
親
関
係
が
あ
り
さ
う
で
あ
る
。
東
大
本
（
十
丁
ノ
表
）
に
「
六
道
四
生
の

イ
類

群
生
」
と
あ
る
が
、
本
書
は
「
六
道
四
生
の
群
類
」
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
の
み
見
る
と
、
本
書
は
東
大
本
の
異
本
の
や
う
に

イ
類

群
生
」
と
あ
う

も
解
さ
れ
る
。

龍
谷
大
学
国
文
学
会
出
版
叢
書
第
五
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
小
川
編
の
『
延
徳
校
本
異
本
方
丈
記
』
の
「
は
し
が
き
」
に
、
害
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こ
の
よ
う
に
松
秀
庵
本
は
二
度
も
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
、
発
行
部
数
が
少
な
か
っ
た
の
か
、
現
在
で
は
所
蔵
す
る
図
書
館
も
少
な
く
、

先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
戦
後
青
木
伶
子
氏
の
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
に
延
徳
本
を
代
表
す
る
も

の
と
し
て
松
秀
庵
本
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
『
総
索
引
』
に
は
青
木
氏
の
解
題
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
述
鈴
木
の
解
題
に
多

く
を
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
省
く
。
た
だ
、
『
総
索
引
』
は
『
方
丈
記
』
の
諸
本
研
究
に
お
い
て
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
延
徳
本
と
い
え
ば
こ
の
松
秀
庵
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
○
○
○
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
鴨
長
明
全
集
』
に
も
延
徳
本
の
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
左
の
よ
う
な
解
題
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
う
い
う
素
性
の
も
の
か
説
明
が
な
い
。

方
丈
記
（
延
徳
本
）
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
。
配
架
番
号
、
中
世
Ⅲ
２
六
冊
の
う
ち
の
一
冊
で
、
次
項
の
長
享
本

と
合
綴
。
縦
二
七
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
三
セ
ン
チ
。
茶
の
紙
表
紙
、
本
文
、
楮
紙
、
墨
付
八
丁
。
扉
題
「
異
本
方
丈
記
全
」
。

内
題
「
異
本
方
丈
記
」
。
昭
和
五
年
六
月
十
五
日
、
後
藤
丹
治
に
よ
っ
て
影
写
。
（
一
四
頁
）

明
ら
か
な
の
は
、
東
大
の
国
文
学
研
究
室
の
所
蔵
で
あ
り
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
六
月
に
後
藤
丹
治
が
影
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
調
査
し
て
み
る
と
、
こ
の
後
藤
丹
治
影
写
本
は
、
次
に
記
す
よ
う
に
、
小
川
寿
一
旧
蔵
の
長
享
本
と

延
徳
本
（
松
秀
庵
本
）
を
合
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

小
川
寿
一
旧
蔵
長
享
本
・
延
徳
本
の
後
藤
丹
治
影
写
本
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
（
中
世
と
．
い
西
口
）
。
一
冊
。
袋
綴
、
縦
二

六
・
六
×
横
一
九
・
一
糎
。
渋
表
紙
。
外
題
な
し
。
第
一
丁
よ
り
第
八
丁
は
小
川
旧
蔵
の
長
享
本
、
第
九
丁
以
降
は
小
川
寿
一
旧
蔵

延
徳
本
の
写
し
で
あ
る
。
延
徳
本
部
分
は
墨
付
八
丁
。
第
一
丁
表
左
肩
に
「
異
本
方
丈
記
全
」
と
墨
に
て
扉
題
を
大
書
き
に
し
、

同
丁
裏
中
央
に
「
東
京
帝
国
大
学
図
耆
印
」
の
大
型
の
方
形
朱
印
が
あ
る
。
第
二
丁
表
第
一
行
目
に
「
異
本
方
丈
記
」
と
内
題
を
記

し
、
次
行
よ
り
本
文
を
写
す
。
一
面
十
行
。
第
八
丁
表
第
九
行
で
本
文
を
終
え
、
末
尾
に
「
墨
そ
め
の
」
の
歌
一
首
を
記
す
。
同
丁
裏
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へ

田財比
孟雷耆更藥復畠あ翼

吉妻郷簔割あらの
れん

はさし事に妻
き 記
に ｰ

第
一
行
目
下
部
に
「
桑
門
蓮
胤
誌
之
」
と
書
き
、
次
行
よ
り
延
徳
二
年
の
奥
書
（
省
略
）
を
写
し
、
一
行
余
白
を
隔
て
、
「
昭
和
五

年
六
月
十
五
日
以
小
川
寿
一
氏
蔵
本
影
写
之
後
藤
丹
治
」
と
、
書
写
奥
書
を
記
す
。

巻
末
に
、
小
川
本
を
影
写
し
た
旨
の
奥
書
が
あ
っ
て
（
『
全
集
」
所
収
の
翻
刻
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
）
、
小
川
旧
蔵
の
松
秀
庵
本
の
写

し
で
あ
る
。
原
本
が
行
方
不
明
の
現
在
に
あ
っ
て
は
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
川
旧
蔵
の
松
秀
庵
本
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
が
小
川
に
よ
る
も
の
こ
種
と
青
木
氏
に
よ
る
も
の
と
都
合
三
種
あ
り
、

ま
た
後
藤
に
よ
る
影
写
本
一
冊
と
、
そ
の
翻
刻
（
『
鴨
長
明
全
集
』
）
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

原
本
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
次
に
そ
れ
ら
の
異
同
を
整
理
し
て
お
く
。
な
お
、
検
索
の
た
め
、
『
全
集
』
所
収
の
翻
刻
に
は

〔
〕
内
に
、
上
か
ら
頁
・
上
下
段
の
別
・
行
数
を
付
し
た
。

〈
小
川
翻
刻
〉

「
延
徳
校
本
異
本
方
丈
記
」

百
人
か
中
に

あ
ら
そ
ふ
事

露
に
を
な
し

つ
ゆ
よ
り
さ
き
に

イ
目

比
翼
の

財
あ
ら
ん

田
畠
あ
れ
は

〈
青
木
氏
翻
刻
〉

「
方
丈
記
総
索
引
」

百
人
か
中
に

あ
ら
そ
ふ
事

露
に
を
な
し

つ
ゆ
よ
り
さ
き
に

比
翼
の

財
あ
ら
ん

田
多
あ
れ
は

〈
後
藤
本
翻
刻
〉

「
鴨
長
明
全
集
」

百
人
中
に
〔
別
・
上
．
Ⅱ
〕

あ
ら
そ
ふ
る
〔
同
・
下
・
３
〕

露
に
お
な
し
〔
同
・
４
〕

つ
ゆ
よ
り
き
き
に
〔
同
・
５
〕

イ
目

比
翼
の
〔
同
．
ｍ
〕

財
あ
ら
ん
〔
別
・
上
・
２
〕

田
畠
あ
れ
は
〔
同
・
岨
〕

〈
後
藤
本
原
本
〉

発
表
者
調
査

百
人
中
に

あ
ら
そ
ふ
事

露
に
を
な
し

つ
ゆ
よ
り
き
き
に

イ
目

比
翼
の

財
あ
ら
人

田
畠
あ
れ
は
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こ
う
し
て
み
る
と
、
小
異
が
散
見
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
１
の
「
百
人
か
中
に
」
は
、
〈
後
藤
本
翻
刻
〉
と
筆
者
が
後
藤
本

を
調
査
し
た
く
後
藤
本
原
本
〉
の
み
が
「
百
人
中
に
」
と
な
っ
て
い
て
、
助
詞
の
「
か
」
が
抜
け
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
後
藤
本
の
落
と

し
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
８
の
「
ふ
る
に
は
」
は
、
〈
小
川
翻
刻
〉
の
み
「
は
」
に
ミ
セ
ヶ
チ
の
「
上
」
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
が
、
〈
小

川
復
刻
〉
や
小
川
本
原
本
か
ら
の
翻
刻
で
あ
る
〈
青
木
氏
翻
刻
〉
、
後
藤
本
の
〈
翻
刻
〉
〈
原
本
〉
で
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
〈
小

、

川
翻
刻
〉
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。
９
は
〈
青
木
氏
翻
刻
〉
〈
後
藤
本
翻
刻
〉
で
「
わ
っ
か
な
る
」
と
し
て
い
る
が
、
〈
小
川
復
刻
〉
〈
後
藤

1918171615141312111098

ふ
る
に
ハ

わ
す
か
な
る

か
た
わ
ら
に

子
期
が
こ
と
を
の

勇
む
時
ｊ
＼
は

友
な
り

本
ノ
マ
、

し
る
か
な
り

な
き
こ
と
を

富
る
人
に

冨
る
ふ
る
ま
ひ

桑
門
蓮
胤
誌
之

肖
柏
判

上

ふ
る
に
は

わ
す
か
な
る

か
た
わ
ら
に

子
期
が
こ
と
き
の

勇
む
時
々
は

友
な
り

本
ノ
マ
、

し
る
か
な
り

な
き
こ
と
を

富
る
人
に

冨
る
ふ
る
ま
ひ

桑
門
蓮
胤
誌
之

肖
柏
判

ふ
る
に
は

わ
つ
か
な
る

か
た
は
ら
に

子
期
が
こ
と
を
の

勇
む
時
ノ
ー
＼
は

友
な
る

し
る
か
な
り

な
き
こ
と
を

冨
る
人
に

冨
る
ふ
る
ま
ひ

桑
門
蓮
胤
誌
之

肖
柏
判

ふ
る
に
は
〔
同
・
岨
〕

わ
つ
か
な
る
〔
同
・
下
・
３
〕

か
た
わ
ら
に
〔
同
・
５
〕

子
期
が
こ
と
を
の
〔
同
．
Ｍ
〕

勇
む
時
Ｊ
１
は
〔
閃
・
上
．
Ⅳ
〕

友
な
る
〔
同
・
下
・
４
〕

本
マ
、

し
る
か
な
り
〔
同
・
５
〕

な
き
こ
と
を
〔
別
・
上
・
１
〕

冨
る
人
に
〔
同
・
３
〕

冨
め
る
ふ
る
ま
ひ
〔
同
・
９
〕

桑
門
蓮
胤
誌
之
〔
同
・
下
・
１
〕

肖
柏
判
〔
同
・
５
〕

ふ
る
に
ハ

わ
す
か
な
る

か
た
わ
ら
に

子
期
が
こ
と
を
の

勇
む
時
ノ
＼
は

友
な
る

本
マ
、

し
る
か
な
り

な
き
を
を

冨
る
人
に

冨
る
ふ
る
ま
ひ

桑
門
蓮
胤
誌
之

肖
柏
判
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考
え
ら
れ
る
。

、

、

本
原
本
〉
な
ど
で
「
わ
す
か
な
る
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
小
川
本
の
原
態
は
「
わ
す
か
な
る
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
魁
は
〈
小
川
復
刻
〉
〈
小
川
翻
刻
〉
で
「
友
な
り
」
と
し
て
い
る
部
分
で
、
文
意
か
ら
言
え
ば
そ
れ
が
よ
い
が
（
後
掲
引
用
部
分

参
照
）
、
こ
ち
ら
は
〈
青
木
氏
翻
刻
〉
と
〈
後
藤
本
原
本
〉
で
「
友
な
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
ち
ら
が
原
態
で
あ
ろ
う
か
。
Ｍ
は
、
〈
小

本
ノ
マ
、

川
翻
刻
〉
〈
青
木
氏
翻
刻
〉
で
「
し
る
か
な
り
」
「
し
る
か
な
り
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
後
の
文
脈
は
、

心
ざ
す
道
ふ
か
け
れ
ば
、
つ
れ
入
、
な
る
愁
も
な
し
。
谷
の
清
水
、
峯
の
木
だ
ち
、
眼
を
よ
る
こ
ば
し
む
る
友
な
り
。
風
の
音
、
虫

の
声
、
耳
し
し
た
が
ふ
し
る
か
な
り
。

（
私
に
句
読
点
・
濁
点
等
を
付
す
）

と
な
っ
て
い
て
、
真
字
本
系
統
で
は
「
随
風
音
虫
声
耳
指
南
也
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
訓
読
し
づ
ら
い
。
長
享
本
系
統
で
「
風

の
声
、
虫
の
音
、
耳
に
し
た
が
ふ
ち
か
ら
也
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
勘
案
す
れ
ば
、
真
字
本
の
当
該
箇
所
は
「
風
の
音
、
虫
の
声
、

耳
に
随
う
指
南
な
り
」
と
で
も
読
め
る
部
分
で
、
そ
う
読
ん
だ
場
合
、
文
意
と
し
て
は
真
字
本
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る
（
「
風
の
音
や

虫
の
声
は
耳
か
ら
私
を
導
い
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
」
な
ど
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
、
長
享
本
も
落
ち
着
か
な
い
）
か
ら
、
松
秀
庵
本

の
原
態
が
「
し
る
か
な
り
」
な
の
か
、
「
し
ろ
か
な
り
」
な
の
か
は
、
断
定
し
に
く
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
中
に
は
Ｍ
の
よ
う
に
判
然
と
し
な
い
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
原
本
が
行
方
不
明
の
現
在
、
判
断
を

留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
他
多
く
の
異
同
は
影
写
な
い
し
翻
刻
の
際
の
誤
写
・
誤
記
の
類
（
あ
る
い
は
印
刷
の
際
の
誤
植
）
か
と

な
お
、
行
取
り
に
つ
い
て
は
、
小
川
の
『
延
徳
本
異
本
方
丈
記
」
（
前
述
、
影
写
し
た
も
の
を
謄
写
版
に
て
刊
行
し
た
も
の
）
と
後
藤

の
影
写
本
が
一
致
し
、
両
者
が
原
本
の
行
取
り
を
伝
え
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
東
大
本
と
同
じ
く
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
由
で
あ
る
が
、
石
田
元
季
の
影
写
本
が
あ
る
と
い
う
（
傍
線
部
）
。

前
述
簗
瀬
の
『
延
徳
本
方
丈
記
」
「
解
題
」
に
も
、

藤
森
本
は
、
国
語
研
究
室
本
と
同
様
に
関
東
大
震
災
に
亡
ん
だ
が
、
そ
の
前
に
石
田
元
季
氏
の
影
写
し
て
お
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
が
、
有
馬
賢
頼
氏
の
「
方
丈
記
」
（
昭
和
四
年
刊
）
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
原
本
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
由
で
あ
る
。
（
二
頁
）

と
あ
っ
て
、
有
馬
賢
頼
の
『
方
丈
記
」
に
石
田
の
影
写
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

は
た
し
て
有
馬
の
『
方
丈
記
』
に
は
巻
末
に
「
異
本
方
丈
記
」
と
題
し
た
扉
の
裏
に
、
次
の
凡
例
が
掲
げ
ら
れ
、
以
下
に
翻
刻
が
収
載

一
四
頁
終
よ
り
三
行
目
の
括
弧
内
の
文
は
、
巻
子
本
に
同
書
体
同
墨
色
を
以
て
傍
害
し
あ
り
し
と
い
ふ
（
傍
線
・
番
号
筆
者
）

や
や
わ
か
り
に
く
い
凡
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
総
合
す
る
と
、
「
石
田
本
方
丈
記
は
先
生
が
透
写
し
置
か
れ
し
も
の
」
（
傍
線
部
②
）
で
あ

さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
藤
森
花
影
本
（
藤
森
本
と
略
称
）

藤
森
本
に
つ
い
て
は
、
前
述
菅
野
の
「
異
本
方
丈
記
研
究
小
史
」

大
正
十
二
年
九
月
一
日
関
東
大
震
災
に
際
し
て
、
東
京
帝
国
犬

時
藤
森
花
影
氏
蔵
本
（
延
徳
本
）
も
烏
有
に
帰
し
た
。
（
中
略
）

一

一
石
田
本
方
丈
記
は
先
生
が
透
写
し
置
か
れ
し
も
の
に
拠
れ
り

③

一
、
ソ
、
い
ま
一
丁
フ
、
イ
引
今
ピ
ニ
、
グ
牛
亨
弐
一
ヨ
フ
〃
叉
↓
乙
土
コ
も
一
ｔ
〆
Ｔ
皇
Ｊ
卜
《
，
フ
ー
リ

一
石
田
本
方
丈
記
は
、
森
本
、
東
大
本
な
ど
図
同
じ
く
略
本
系
統
に
属
し
、
そ
の
巻
子
本
の
原
本
は
、
不
幸
に
も
彼
の
大
震
災
の

折
に
烏
有
に
帰
せ
り

東
京
帝
国
大
学
は
灰
儘
に
帰
し
、
そ
の
為
、
東
大
本
、
森
本
を
焼
失
し
た
。
そ
の

一
」
、

Ｉ
藤
森
本
は
、
石
田
元
季
氏
に
よ
っ
て
影
写
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

（
二
七
五
頁
）
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り
、
「
そ
の
巻
子
本
の
原
本
は
、
不
幸
に
も
彼
の
大
震
災
の
折
に
烏
有
に
帰
せ
り
」
（
傍
線
部
①
）
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
原
本
の
名
や
そ
の

所
蔵
者
は
記
し
て
い
な
い
が
、
前
述
菅
野
・
簗
瀬
の
解
説
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
「
原
本
」
と
い
う
の
が
藤
森
本
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

ま
た
、
傍
線
部
③
に
よ
れ
ば
、
翻
刻
の
○
印
は
、
石
田
影
写
本
の
頁
数
を
表
し
、
そ
の
二
頁
分
が
原
本
（
巻
子
本
）
の
一
紙
に
あ
た
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
傍
線
部
④
に
よ
れ
ば
、
翻
刻
の
括
弧
内
は
墨
に
よ
る
傍
記
と
の
由
で
、
原
本
に
忠
実
な
翻
刻
の
も
の
の
ご
と
し

長
享
本
は
故
若
林
正
治
氏
蔵
本
（
写
本
一
冊
）
、
延
徳
本
は
京
都
大
学
文
学
部
穎
原
文
庫
蔵
本
（
写
本
一
冊
）
、
真
字
本
は
武
庫
川
女

子
大
学
蔵
本
（
吉
沢
義
則
・
野
中
春
水
氏
旧
蔵
本
、
写
本
一
冊
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
っ
た
。
（
三
一
頁
、
傍
線
筆
者
）

と
あ
っ
て
、
延
徳
本
の
翻
刻
と
し
て
、
京
都
大
学
文
学
部
の
穎
原
文
庫
本
な
る
本
の
そ
れ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）
。
こ
れ
に
は

解
説
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
筆
者
が
京
都
大
学
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
学
の
文
学
部
図
書
館
穎
原
文
庫

と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
小
川
『
延
徳
校
本
異
本
方
丈
記
』
「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と
、
同
書
は
松
秀
庵
本
を
底
本
と
し
、
そ
れ
へ
東
大
本

と
石
田
元
季
本
と
を
対
校
し
た
由
で
あ
り
、

（
注
、
松
秀
庵
本
の
こ
と
）

第
三
も
第
一
の
校
合
に
用
ひ
た
石
田
元
季
氏
架
蔵
せ
ら
る
凶
写
本
で
あ
る
。
こ
の
害
は
前
記
二
言
と
は
縁
遠
に
当
る
も
の
ゞ
如
く
で
、

余
程
そ
れ
ら
と
趣
を
異
に
し
て
お
り
、
又
仮
字
に
漢
字
の
充
て
＆
あ
る
所
が
多
々
あ
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
も
穎
原
退
蔵
氏
の
御
厚

意
に
よ
り
、
こ
れ
が
写
本
を
以
て
な
す
こ
と
を
得
た
。

と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
小
川
は
石
田
本
を
直
接
見
た
の
で
は
な
く
、
穎
原
退
蔵
の
写
本
を
も
っ
て
校
し
た
由
で
あ
る
。

こ
の
穎
原
退
蔵
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』
の
附
録
に
、

③
略
本
三
種
（
長
享
本
・
延
徳
本
・
真
字
本
）

に
な
ろ
う
。

で
あ
る
。
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上
下
段
の
別
・
行
数
を
付
記
し
た
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
藤
森
本
に
つ
い
て
も
震
災
で
焼
失
し
て
お
り
、
原
本
を
閲
覧
で
き
な
い
が
、
石
田
元
季
の
影
写
本
が
あ
り
、
そ
れ
自

体
は
行
方
が
わ
か
ら
な
い
が
、
有
馬
の
『
方
丈
記
』
に
そ
の
翻
刻
が
あ
り
、
ま
た
石
田
本
の
写
し
で
あ
る
穎
原
退
蔵
影
写
本
が
京
都
大
学

に
蔵
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
新
大
系
に
そ
の
翻
刻
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
東
大
本
・
松
秀
庵
本
と
同
様
に
、
藤
森
本
の
翻
刻
と
影
写
本
と
の
異
同
を
掲
拙
し
て
お
く
（
新
大
系
の
翻
刻
に
は
掲
載
頁
。

に
次
の
よ
う
な
略
本
『
方
丈
記
』
の
写
本
が
あ
っ
た
。

藤
森
花
影
本
の
石
田
元
季
影
写
本
の
、
穎
原
退
蔵
写
本
京
都
大
学
文
学
部
文
学
研
究
科
図
書
館
穎
原
文
庫
蔵
（
匿
潭
／
匡
・
ご
。

写
本
一
冊
。
峡
入
り
。
袋
綴
、
二
三
・
二
×
一
六
・
五
糎
。
無
地
の
灰
色
紙
表
紙
。
表
紙
左
肩
に
四
周
双
辺
の
刷
題
叢
を
貼
付
し
、

そ
こ
へ
「
異
本
方
丈
記
」
と
墨
書
（
本
文
同
筆
）
。
第
一
丁
表
は
扉
で
、
左
肩
に
「
異
本
方
丈
記
」
と
墨
書
し
、
一
丁
裏
下
部
に

「
京
都
／
大
学
図
／
書
之
印
」
の
朱
印
が
あ
る
。
二
丁
表
も
扉
で
、
中
央
に
「
異
本
方
丈
記
」
と
墨
書
。
裏
は
余
白
。
三
丁
表
第
一

行
目
よ
り
本
文
。
内
題
は
な
し
。
一
面
七
行
に
書
く
が
、
第
六
丁
裏
の
み
六
行
に
書
き
、
一
行
分
を
余
白
と
す
る
。
墨
付
十
二
丁

（
扉
を
含
む
）
。
末
尾
は
延
徳
二
年
の
奥
書
を
も
っ
て
終
り
、
書
写
奥
書
は
な
い
。

巻
末
に
延
徳
二
年
の
奥
書
が
あ
る
か
ら
延
徳
本
で
あ
る
が
、
書
写
奥
書
は
な
く
、
伝
来
が
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
が
穎
原
退
蔵
の
文

庫
本
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
前
述
新
大
系
収
録
の
翻
刻
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
小
川
の
『
延
徳
校
本
異
本
方
丈
記
』
に
お
い

て
校
本
に
用
い
ら
れ
た
穎
原
の
写
本
で
あ
り
、
石
田
本
の
写
し
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
該
本
は
藤
森
本
の
写
し
で
あ
る
石
田

影
写
本
の
写
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
石
田
本
同
様
本
文
の
二
頁
が
藤
森
本
の
一
紙
に
相
当
す
る
も
の

と
見
て
よ
い
。
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有
馬
『
方
丈
記
』
収
録
の
石
田
本
翻
刻

１
淀
み
に
う
か
ふ

２
去
年
栄
え
て

３
人
こ
れ
に
同
し

４
塵
と
な
る

５
む
か
へ
る
と
き
に
は

６
は
こ
く
ま
む
思
あ
り

７
八
億
四
千
の
思
あ
り

８
そ
の
念
々
の
う
ち
に

９
竹
の
あ
み
戸
を

皿
山
の
端
を
ま
ほ
る

Ⅱ
竹
の
賛
子

査
岨
語
ら
ふ
毎
に

調再
魁
為
に
語
ら
ふ

の瀞
Ⅲ
持
つ
は
か
り
也

創
妬
こ
ろ
も
に
ふ
た
る

一
三
口放
陥
桑
門
蓮
胤
誌
之

ｒ

Ⅳ
肖
柏
鞘

穎
原
文
庫
本
※
右
注
は
本
文
同
筆

、
、
『

淀
に
う
か
ふ

去
年
栄
へ
て

人
こ
れ
同
し

塵
と
な
り

む
か
へ
る
と
き
は

ま

は
こ
く
む
思
あ
り

八
億
四
千
の
思
あ
り

そ
の
思
々
の
う
ち
に

一
戸

竹
の
あ
み
を

山
の
端
を
ま
は
る

竹
の
寶
子

語
ふ
毎
に

為
に
語
ふ

（
マ
、
）

持
つ
は
か
り
也
縣
恥
に
駁
唯
は

こ
ろ
も
に
に
た
る

桑
門
蓮
胤
誌
之

肖
柏
判

新
大
系
『
方
丈
記
』
収
録
の
穎
原
本
翻
刻

淀
に
う
か
ふ
〔
記
・
上
・
１
〕

（
同
上
）
〔
同
・
６
〕

（
同
上
）
〔
同
・
７
〕

（
同
上
）
〔
同
・
蛆
〕

（
同
上
）
〔
同
・
下
・
８
〕

は
こ
く
む
思
あ
り
〔
閲
・
上
・
４
〕

八
億
四
千
の
息
あ
り
〔
同
．
ｍ
〕

そ
の
息
々
の
う
ち
に
〔
同
〕

竹
の
あ
み
を
〔
同
・
下
・
２
〕

（
同
上
）
〔
同
〕

（
同
上
）
〔
同
・
３
〕

（
同
上
）
〔
帥
・
下
・
２
〕

（
同
上
）
〔
同
・
９
〕

持
つ
は
か
り
也
〔
同
．
Ⅲ
〕

（
同
上
）
〔
略
・
下
・
２
〕

（
同
上
）
〔
同
・
４
〕

（
同
上
）
〔
同
・
８
〕
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ま
ず
、
筆
者
が
調
査
・
翻
刻
し
た
穎
原
本
と
、
新
大
系
の
翻
刻
と
を
比
較
す
る
と
、
穎
原
本
に
散
見
す
る
傍
記
（
こ
れ
は
万
年
筆
で
記
さ

れ
て
あ
る
）
が
、
新
大
系
で
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
万
年
筆
で
記
さ
れ
て
あ
っ
た
か
ら
、
後
人
の
補
記
・
校
合
の
類
と

見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
部
分
を
石
田
本
の
翻
刻
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
傍
記
を
入
れ
た
か
た
ち
が
石
田
本
の
本
文
に

一
致
す
る
か
ら
、
穎
原
本
に
見
え
る
傍
記
は
書
写
者
が
一
旦
影
写
し
た
の
ち
、
あ
と
か
ら
そ
の
写
し
誤
り
を
補
記
し
た
も
の
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
７
．
８
は
、
新
大
系
で
「
八
億
四
千
の
息
あ
り
」
「
そ
の
息
々
の
う
ち
に
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
石
田
本
は
「
八
億

四
千
の
思
あ
り
」
「
そ
の
思
々
の
う
ち
に
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
東
大
本
・
松
秀
庵
本
も
同
様
で
あ
り
、
文
意
と
し
て
も
こ
ち
ら
が
妥
当
と

解
さ
れ
、
も
と
の
か
た
ち
は
こ
ち
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
思
」
を
「
息
」
と
見
た
誤
写
で
、
筆
者
が
穎
原
本
を
閲
覧
し
た
折
は

「
思
」
と
判
じ
た
が
、
微
妙
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
ま
た
、
石
田
本
翻
刻
と
穎
原
本
と
を
比
較
す
る
と
、
Ⅱ
が
穎
原
本
で
「
寶
子
」

と
な
っ
て
い
る
の
を
、
石
田
本
翻
刻
で
「
實
子
」
と
し
て
お
り
、
こ
こ
は
文
意
と
し
て
は
「
寶
子
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
石
田
本
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
翻
刻
の
誤
り
（
あ
る
い
は
誤
植
）
で
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

と
も
あ
れ
、
藤
森
本
に
つ
い
て
も
原
本
が
焼
失
し
、
影
写
本
と
翻
刻
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
う
し
た
校
合
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

略
本
の
う
ち
で
も
っ
と
も
記
事
が
少
な
い
こ
と
か
ら
い
う
。
す
な
わ
ち
、
長
享
本
独
自
の
所
謂
「
閻
魔
法
皇
呵
責
の
条
」
（
拙
稿
ａ
参

照
）
、
延
徳
本
独
自
の
「
折
琴
・
つ
ぎ
琵
琶
の
条
」
（
前
述
）
を
持
た
な
い
。

ま
な

こ
の
最
簡
略
本
に
は
、
二
系
統
の
伝
本
が
あ
っ
て
、
一
つ
を
真
字
本
（
真
名
本
と
も
）
と
い
い
、
変
体
漢
文
で
記
し
て
あ
り
、
も
う
一

二
、
最
簡
略
本
の
諸
本
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『方丈記』諸本の再調査

真
字
本
（
武
庫
川
女
子
大
蔵
本
）
の
影
印
・
翻
刻

（
１
）
真
字
本

ァ
、
武
庫
川
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
真
字
本
と
略
称
）

こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
田
野
村
千
寿
子
（
現
姓
郡
）
・
加
賀
元
子
両
氏
の
『
真
字
本
方
丈
記
影
印
・
注
釈
・
研
究
』
に
、
影
印
と
翻

刻
・
注
釈
に
加
え
、
論
文
ま
で
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
概
要
と
同
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
本
は
、
古
本
系
統
の
所
謂
保
最
本
と
合
わ
せ
て
一
冊
の
形
態
で
、
江
戸
中
期
頃
の
保
最
な
る
人
物
の
書
写
本
で
あ
る
。
も
と
吉
沢

義
則
の
旧
蔵
で
あ
り
、
吉
沢
本
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
後
野
中
春
水
の
所
蔵
と
な
り
、
野
中
か
ら
現
蔵
者
へ
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
小
川
寿
一
の
「
方
丈
記
書
史
」
、
鈴
木
知
太
郎
の
「
方
丈
記
諸
本
解
説
略
」
、
川
瀬
一
馬
の
新
註
国
文
学
叢
書
『
方
丈
記
』
（
一

一
四
頁
）
他
に
解
題
が
あ
り
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
影
印
・
翻
刻
の
類
は
多
い
。
整
理
す
れ
ば
、
左
の
と
お
り
。

っ
を
片
仮
名
本
と
い
っ
て
片
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
（
長
享
本
・
延
徳
本
諸
本
は
す
べ
て
平
仮
名
交
じ
り
）
。

筆
者
の
調
査
で
は
、
真
字
本
に
二
本
、
片
仮
名
本
に
二
本
、
計
四
本
が
確
認
さ
れ
た
。

１
『
真
字
本
異
本
方
丈
記
』
小
川
寿
一
編
、
鴨
長
明
学
会
・
鴨
長
明
叢
書
完
成
会
刊
、
一
九
三
四
年
十
一
月

２
『
方
丈
記
五
種
』
松
浦
貞
俊
校
訂
、
古
典
文
庫
第
五
冊
、
一
九
門
七
年
六
月

３
『
方
丈
記
』
（
新
註
国
文
学
叢
書
）
川
瀬
一
馬
著
、
講
談
社
、
一
九
四
八
年
五
月

４
『
真
字
本
方
丈
記
・
保
最
本
方
丈
記
』
（
碧
沖
洞
叢
書
第
四
十
二
輯
）
簗
瀬
一
雄
編
・
刊
、
一
九
六
四
年
一
月

＊
の
ち
に
同
氏
の
５
『
方
丈
記
付
現
代
語
訳
』
角
川
文
庫
、
一
九
六
七
年
六
月
、
６
『
方
丈
記
全
注
釈
」
角
川
書
店
、

影
写
し
た
も
の
を
謄
写
印
刷

山
岸
徳
平
影
写
本
の
影
印

原
本
の
翻
刻

原
本
の
翻
刻
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以
上
の
よ
う
に
、
再
録
も
含
め
る
と
十
二
本
を
数
え
る
が
、
２
の
「
方
丈
記
五
種
」
収
載
の
影
印
と
９
の
日
本
古
典
全
書
『
方
丈
記
』
収

録
の
翻
刻
は
山
岸
徳
平
影
写
本
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
近
年
刊
行
の
枢
『
鴨
長
明
全
集
』
掲
載
の
翻
刻
は
山
岸
影
写
本
の
後
藤
丹
治
影
写

本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
山
岸
本
は
こ
の
た
び
の
調
査
で
、
現
在
実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
に
、
後
藤
本
は
東

京
大
学
国
文
学
研
究
室
に
蔵
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
調
査
し
た
書
誌
を
記
し
て
お
く
。
な
お
、
後
藤
本
は
同
研
究
室
に
あ
る
後
藤

丹
治
旧
蔵
の
『
方
丈
記
』
影
写
本
類
の
一
冊
で
、
こ
の
真
字
本
の
影
写
本
は
同
じ
も
の
が
ほ
か
に
二
本
あ
る
。
い
ま
、
仮
に
甲
本
・
乙
本
・

丙
本
と
呼
ん
で
お
く
。
『
全
集
』
収
録
の
翻
刻
は
甲
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

真
字
本
の
山
岸
徳
平
影
写
本
実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
（
詮
霊
）
。
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
七
・
三
糎
、
横
一

九
・
八
糎
。
紺
色
表
紙
。
表
紙
左
肩
に
、
四
周
双
辺
の
題
叢
に
「
方
丈
記
別
記
一
村
題
篭
（
朱
印
「
一
村
之
印
」
）
」
と
墨
書
（
筆

者
未
詳
）
。
表
紙
右
肩
に
、
「
略
本
真
字
本
（
吉
沢
本
）
／
広
本
吉
沢
本
／
略
本
（
吉
沢
本
）
（
長
享
本
」
と
打
付
け
書
き

（
山
岸
筆
）
。
第
一
丁
は
扉
で
、
扉
の
表
の
左
端
に
「
方
丈
記
」
と
大
書
き
し
、
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
の
朱
印
あ
り
。
裏
は
余
白
。

一
九
七
一
年
八
月
に
収
録
。

７
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
」
青
木
伶
子
編
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
五
年
十
月

＊
の
ち
に
８
「
武
蔵
野
文
学
」
第
十
三
号
、
武
蔵
野
書
院
（
一
九
六
六
年
三
月
）
に
再
録

９
『
方
丈
記
』
（
日
本
古
典
全
書
）
細
野
哲
雄
校
註
、
朝
日
新
聞
社
（
一
九
七
○
年
八
月
）

加
「
方
丈
記
・
徒
然
草
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
九
）
佐
竹
昭
弘
校
注
、
岩
波
書
店
（
一
九
八
九
年
一
月
）

Ⅲ
『
真
字
本
方
丈
記
影
印
・
注
釈
・
研
究
』
田
野
村
千
寿
子
・
加
賀
元
子
編
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
十
月

枢
『
鴨
長
明
全
集
』
大
曽
根
章
介
・
久
保
田
淳
編
、
貴
重
本
刊
行
会
（
二
○
○
○
年
五
月
）

山
岸
徳
平
影
写
本
の
翻
刻

原
本
の
翻
刻

原
本
の
影
印
・
翻
刻

山
岸
影
写
本
の
後
藤
丹
治
影
写
本
翻

刻
（
浅
見
和
彦
氏
担
当
）

原
本
の
翻
刻
。
長
享
・
延
徳
本
と
対
照
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『方丈記』諸本の再調査

第
二
丁
表
、
一
行
目
に
三
字
下
げ
で
「
方
丈
記
鴨
長
明
作
」
と
内
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
。
一
面
八
行
に
書
く
。
内
容
は
真
字

本
。
第
五
丁
裏
二
行
目
で
本
文
を
終
え
、
四
行
ほ
ど
の
余
白
を
隔
て
て
、
末
尾
に
「
保
最
□
（
墨
印
の
写
し
、
未
詳
）
」
と
記
し
、

そ
の
左
、
綴
じ
目
近
く
の
余
白
に
、

和
習
漢
文
之
方
丈
記
一
巻
与
彰
考
館
本
同
系
也
故
又
国
文
研
究
室
本
同
焉
（
以
上
、
朱
筆
）

（
一
九
二
八
）
（
七
月
）

昭
和
三
年
夷
則
二
旬
霧
雨
浪
々
如
徽
雨
芙
岸
廼
舎
識

翌
日
一
校
了
（
以
上
、
墨
書
）

と
記
す
。
次
い
で
、
第
六
丁
表
、
一
行
目
に
二
字
下
げ
で
「
鴨
長
明
方
丈
記
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
。
一
面
八
行
。
朱
に
て
校

を
加
え
、
紺
で
イ
本
注
記
を
付
す
。
内
容
は
保
最
本
（
古
本
系
統
）
。
第
三
十
三
丁
裏
二
行
目
で
本
文
を
終
え
、
二
行
余
白
を
隔
て

て
、
保
最
本
の
奥
書
を
記
す
（
分
量
が
多
い
の
で
こ
こ
で
は
省
略
。
内
容
は
田
野
村
・
加
賀
両
氏
の
『
真
字
本
方
丈
記
影
印
・
注

釈
・
研
究
』
を
参
照
）
。
第
三
十
五
丁
表
に
、

昭
和
三
戊
辰
夷
則
廿
三
令
家
中
女
子
書
写
畢

霧
雨
浪
々
闇
々
雲
低
迷
宛
然
如
梅
雨
之
日
英

「
翌
日
以
朱
一
校
了
」
（
朱
）
岸
廼
舎
識

「
夷
則
二
十
九
日
以
藍
一
校
了

驍
雨
一
過
夕
暉
残
樹
梢
寒
蝉
送
暑
気
美
」
（
藍
）

（
元
エ
｛
ロ
）

朱
ハ
本
ナ
リ

と
書
写
奥
書
を
記
し
、
同
丁
の
裏
に
「
以
上
二
本
合
綴
為
一
冊
」
と
墨
書
。

藤
ヱ
ハ

（
元
エ
｛
ロ
）

本
ナ
リ

-107-



次
い
で
、
第
三
十
六
丁
表
中
央
に
融
方
丈
記
」
と
大
書
き
。
裏
は
余
白
。
第
三
十
七
丁
表
一
行
目
に
「
方
丈
記
鴨

氏
長
明
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
。
一
面
十
二
行
。
紙
面
一
杯
に
書
か
ず
、
縦
二
三
糎
、
横
一
六
糎
く
ら
い
の
う
ち
に
書
く
。
こ

れ
は
原
本
の
大
き
さ
の
ま
ま
か
。
朱
に
て
句
点
あ
り
。
内
容
は
長
享
本
系
統
の
吉
沢
本
。
第
四
十
丁
表
六
行
目
で
本
文
を
終
え
、
以

下
は
余
白
。
同
丁
裏
に
長
享
本
系
統
に
共
通
す
る
長
享
か
ら
慶
長
の
奥
書
を
記
す
。
第
四
十
一
丁
表
に
別
筆
の
奥
書
、
四
十
二
丁
表

に
『
方
丈
記
」
の
諸
本
系
統
図
が
あ
り
（
本
稿
で
は
省
略
す
）
、
そ
の
奥
に
、

昭
和
竜
輯
戊
辰
参
年
夷
則
念
日

微
雨
浪
々
今
於
荒
井
僑
居
識
焉
「
翌
日
一
校
了
」
（
朱
筆
）

岸
廼
舎

「
前
半
書
写
於
洛
東
叡
山
下

小
野
里
写
者
也
」
（
小
字
）

裏
は
余
白
で
、
末
尾
に
「
実
践
女
子
大
／
学
図
書
館
印
」
の
朱
印
あ
り
。
墨
付
四
十
二
丁
。

真
字
本
の
山
岸
影
写
本
の
後
藤
丹
治
影
写
本
（
甲
本
）
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
（
中
世
全
面
函
と
。
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二

六
・
六
糎
、
横
一
九
・
一
糎
。
渋
表
紙
。
外
題
な
し
。
見
返
し
に
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」
（
原
文
旧
字
）
の
大
型
方
形
朱
印
あ

り
。
遊
紙
一
紙
を
置
き
、
第
一
丁
表
一
行
目
に
「
方
丈
記
鴨
長
明
作
」
と
題
し
、
二
行
目
よ
り
本
文
。
一
面
八
行
。
第
五
丁
裏

二
行
目
に
て
本
文
を
終
え
、
四
行
ほ
ど
の
余
白
を
隔
て
て
、
左
下
に
「
保
最
□
（
墨
印
の
写
し
、
未
詳
）
」
と
署
名
の
写
し
あ
り
、

一
行
余
白
を
置
い
て
、

此
本
ハ
京
大
教
授
吉
沢
義
則
先
生
の
御
所
蔵
な
り

文
学
士
山
岸
徳
平
君
の
転
写
本
を
以
て
影
写
し
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『方丈記』諸本の再調査

簗
瀬
一
雄
の
『
方
丈
記
全
注
釈
』
に
よ
れ
ば
、
無
窮
会
神
習
文
庫
に
あ
る
「
漢
訳
方
丈
記
」
は
、
前
項
ァ
の
武
庫
川
女
子
大
本
の
新
写

本
で
あ
る
由
で
あ
り
（
三
五
九
頁
下
段
）
、
ま
た
手
崎
政
男
氏
の
『
方
丈
記
論
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
漢
訳
方
丈
記
」
（
二
四
二
九
五
）
は
、

イ
、
無
窮
会
蔵
本

終
り
ぬ
昭
和
四
年
二
月
十
七
日
後
藤
丹
治

と
奥
書
あ
り
。
書
写
は
一
筆
。
朱
筆
等
書
き
入
れ
な
し
。
墨
付
五
丁
。

真
字
本
の
山
岸
影
写
本
の
後
藤
丹
治
影
写
本
（
乙
本
）
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
（
中
世
と
』
画
国
）
。
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二

七
・
五
、
横
一
九
・
七
糎
。
渋
表
紙
。
表
紙
左
肩
に
題
叢
「
異
本
方
丈
記
真
字
本
」
と
墨
書
。
見
返
し
に
「
東
京
帝
国
大
学
図
書

印
」
（
原
文
旧
字
）
の
大
型
方
形
朱
印
あ
り
。
遊
紙
一
紙
を
置
き
、
第
一
丁
表
一
行
目
に
「
方
丈
記
鴨
長
明
作
」
と
題
し
、
二

行
目
よ
り
本
文
。
一
面
八
行
。
朱
に
て
振
り
仮
名
、
書
き
入
れ
等
多
数
あ
り
。
第
五
丁
裏
二
行
目
に
て
本
文
を
終
え
、
四
行
ほ
ど
の

余
白
を
隔
て
て
、
左
下
に
「
保
最
□
（
墨
印
の
写
し
、
未
詳
）
」
と
署
名
の
写
し
あ
り
、
一
行
余
白
を
置
い
て
、
甲
本
と
同
じ
奥
書

を
記
す
。
書
写
は
一
筆
。
墨
付
五
丁
。

真
字
本
の
山
岸
影
写
本
の
後
藤
丹
治
影
写
本
（
丙
本
）
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
（
中
世
と
』
四
国
）
。
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二

六
・
六
糎
、
横
一
九
・
一
糎
。
渋
表
紙
。
表
紙
左
肩
に
題
叢
「
異
本
方
丈
記
真
字
本
」
と
墨
書
。
見
返
し
に
「
東
京
帝
国
大
学
図

書
印
」
（
原
文
旧
字
）
の
大
型
方
形
朱
印
あ
り
。
遊
紙
一
紙
を
置
き
、
第
一
丁
表
一
行
目
に
「
方
丈
記
鴨
長
明
作
」
と
題
し
、

二
行
目
よ
り
本
文
。
一
面
八
行
。
朱
に
て
振
り
仮
名
、
書
き
入
れ
等
多
数
あ
り
。
第
五
丁
裏
二
行
目
に
て
本
文
を
終
え
、
四
行
ほ
ど

の
余
白
を
隔
て
て
、
左
下
に
「
保
最
□
（
墨
印
の
写
し
、
未
詳
）
」
と
署
名
の
写
し
あ
り
、
一
行
余
白
を
置
い
て
、
甲
本
と
同
じ
奥

書
を
記
す
。
書
写
は
一
筆
。
な
お
、
第
六
丁
以
下
は
保
最
本
の
山
岸
影
写
本
の
写
し
（
昭
和
四
年
二
月
二
十
六
日
写
、
省
略
）
。
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り
か
か
る
本
の
出
で
た
る
か
、
或
は
そ
の
逆
な
る
か
は
遼
に
断
定
し
難
し
。

（
三
三
・
三
四
頁
、
傍
線
筆
者
）

「
天
保
十
四
年
」
（
一
八
四
三
）
の
識
語
が
巻
末
に
あ
り
、
同
年
の
写
し
か
と
察
せ
ら
れ
る
と
の
由
で
あ
る
が
、
片
仮
名
の
字
体
は
古
体
を

示
す
も
の
が
あ
る
と
い
い
、
該
本
が
真
字
本
か
ら
出
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
で
あ
る
か
は
断
定
し
が
た
い
と
い
う
（
傍
線
部
）
。

な
お
、
こ
の
解
説
に
は
、
長
享
本
（
三
条
西
家
本
、
拙
稿
Ｃ
参
照
）
と
延
徳
本
（
小
川
旧
蔵
本
）
と
の
主
な
校
異
一
覧
が
あ
っ
て
（
三

（
２
）
片
仮
名
本

ァ
、
小
川
寿
一
旧
蔵
本
（
小
川
片
仮
名
本
と
略
称
）

こ
ち
ら
も
前
述
の
松
秀
庵
本
同
様
小
川
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
行
方
が
知
れ
な
い
。
戦
前
、
『
鴨
長
明
研
究
』
（
前
述
）
の
第
五

号
巻
末
の
広
告
（
近
刊
書
目
）
に
「
新
発
見
鎌
倉
写
本
異
本
方
丈
記
」
と
出
て
お
り
、
小
川
に
は
翻
刻
刊
行
の
企
画
が
あ
っ
た
ら
し
い

が
、
頓
挫
し
た
ら
し
い
。

「
狭
井
神
社
募
金
趣
旨
害
」
、
「
方
壺
山
人
留
跡
記
」
、
「
権
田
直
助
上
書
」
と
合
綴
と
の
由
で
あ
る
（
三
五
三
頁
）
。
筆
者
は
未
調
査
で
あ
る
。

こ
れ
は
今
後
調
査
し
て
お
き
た
い
。

原
本
を
調
査
し
て
の
解
題
は
、
前
述
鈴
木
知
太
郎
の
「
方
丈
記
諸
本
解
説
略
」
に
、
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。

原
本
は
数
年
前
紛
失
せ
し
と
の
こ
と
に
て
、
同
氏
が
影
写
し
お
か
れ
た
る
本
に
よ
り
て
調
査
せ
り
。
半
紙
型
の
本
に
し
て
墨
付
八
枚
、

但
し
第
三
葉
と
第
四
葉
と
の
間
に
白
紙
一
葉
を
存
す
。
題
叢
も
内
題
も
無
く
、
第
一
葉
の
初
頭
よ
り
本
文
に
入
る
。
漢
字
交
り
片
仮

名
書
に
し
て
、
一
面
九
行
、
一
行
約
十
八
九
字
詰
に
害
し
、
墨
付
第
八
葉
の
表
の
四
行
に
て
本
文
を
終
る
。
一
行
置
い
て
次
に
本
文

と
同
筆
に
て
「
天
保
十
四
年
」
と
あ
り
、
書
写
の
時
を
示
せ
る
も
の
な
ら
む
。
片
仮
名
に
は
「
シ
、
ネ
、
ホ
、
マ
、
モ
、
ワ
」
な
ど

古
体
を
用
ゐ
た
り
。
本
文
は
吉
沢
博
士
所
蔵
の
所
謂
真
字
本
に
最
も
多
く
一
致
し
、
同
類
の
も
の
と
す
べ
き
な
り
。
但
し
真
字
本
よ
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『方丈記』諸本の再調査

イ
、
長
谷
寺
豊
山
文
庫
蔵
本
（
豊
山
文
庫
本
と
略
称
）

該
本
は
、
以
前
か
ら
国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
い
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
公
開
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
ｚ
農
己
が
、
加
賀
元

子
氏
が
一
九
九
六
年
に
翻
刻
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
は
、
『
憲
法
十
七
条
」
ほ
か
二
言
と
合
写
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
「
鴨
長
明
方
丈
記
終
」
と
尾
題
が
あ
り
、
そ
の
左
に
、

墨
染
の
衣
に
似
た
る
心
か
と
問
人
あ
ら
は
い
か
公
こ
た
へ
ん

山
里
を
う
き
世
の
外
の
や
と
そ
と
ハ
住
て
思
ひ
し
心
成
け
り

隠
れ
家
ハ
心
の
奥
に
あ
り
け
る
を
し
ら
て
や
深
く
山
に
入
な
ん

と
三
首
の
和
歌
が
記
さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
の
「
墨
染
の
」
の
歌
は
延
徳
本
の
巻
末
に
も
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
本
が
出
現
す
る
ま

で
は
延
徳
本
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
歌
の
奥
に
、

文
政
一
二
庚
辰
星
臘
月
廿
四
日
於
岩
泉
端
写
得
之

峯
観
慧
光

一
・
三
二
頁
）
、
長
享
本
・
延
徳
本
に
は
な
い
が
、
こ
の
本
に
あ
る
異
文
と
し
て
、
「
フ
ル
キ
木
ノ
皮
ヲ
シ
キ
モ
ノ
ト
セ
リ
」
の
あ
と
に
、

「
東
北
ノ
角
五
尺
斗
ヲ
ハ
柴
ヲ
リ
ク
フ
ル
ト
コ
ロ
ト
セ
リ
」
の
一
文
が
あ
り
、
ま
た
長
享
本
に
お
い
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
や
う
に
嘆
っ
民
一
生
は
つ
く
る
と
い
へ
と
も
希
望
は
っ
き
す
っ
ら
ｊ
、
こ
れ
ら
を
お
も
ふ
に
家
あ
れ
は
焼
失
の
お
そ
れ
あ
り
妻
子

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
れ
は
は
く
公
ま
ん
お
も
ひ
あ
り
譽
属
あ
れ
は
こ
ゞ
ろ
に
し
た
か
は
さ
る
う
ら
み
あ
り

（
圏
点
筆
者
）

と
あ
る
う
ち
、
圏
点
の
部
分
が
こ
の
小
川
片
仮
名
本
に
は
な
い
由
で
あ
る
。
こ
の
小
川
片
仮
名
本
に
つ
い
て
は
全
文
の
翻
刻
は
な
く
、
窺

い
知
れ
る
の
は
こ
の
鈴
木
の
解
説
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
部
分
だ
け
で
あ
る
。
今
後
、
原
本
の
出
現
が
俟
た
れ
る
。
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ま
た
、
最
簡
略
本
に
つ
い
て
は
、
真
字
本
の
ほ
か
に
片
仮
名
本
が
二
本
確
認
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
小
川
寿
一
旧
蔵
本
は
行
方
知
ら
ず
で

あ
る
が
、
豊
山
文
庫
本
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
翻
刻
も
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
今
後
こ
れ
ら
の
諸
本
は
校
合
さ
れ
た
う
え
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
そ
う
し
た
手
続
き
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
青
木
伶
子
氏
の
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
で
も

扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
長
享
本
系
・
延
徳
本
系
が
と
も
に
小
川
寿
一
旧
蔵
本
、
最
簡
略
本
系
が
真
字
本
で
あ
っ
て
、
各
系
統
か
ら
一
本
ず

つ
し
か
引
い
て
い
な
い
。
最
簡
略
本
に
つ
い
て
は
豊
山
文
庫
本
が
発
見
さ
れ
る
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
こ
こ
で
は
措
く
が
、
『
総
索
引
』

に
お
い
て
、
古
本
系
が
十
一
本
、
流
布
本
系
が
六
本
も
用
い
て
い
る
の
と
は
、
そ
の
伝
本
の
扱
い
方
に
お
い
て
、
略
本
は
大
き
な
差
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
略
本
を
長
明
の
草
稿
だ
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
と
し
て
の
結
論
を
ま

と
、
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
内
容
は
最
簡
略
本
に
属
す
る
も
の
で
、
片
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
。
氏
の
解
説
で
注

意
さ
れ
る
の
は
、
前
述
の
鈴
木
解
説
で
指
摘
さ
れ
た
小
川
片
仮
名
本
の
本
文
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
小
川
本
の
親
本
に
は
当
た
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
前
述
の
真
字
本
と
比
較
し
て
も
、
こ
れ
が
「
真
字
本
の
下
流
に
位
置
す
る
本
文
で
は
な
い
」
と
い

う
点
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
本
の
性
格
を
含
め
て
機
会
を
得
て
別
稿
で
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
延
徳
本
に
は
東
大
本
、
松
秀
庵
本
、
藤
森
本
の
三
本
が
確
認
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
本
は
震
災
で
焼
失
か
、
行
方
不

明
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
影
写
本
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
校
合
す
る
こ
と
で
、
原
本
の
状
態
を
窺
え
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

三
、
ま
と
め
に
か
え
て
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『方丈記』諸本の再調査

付
記
、
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
研
究
「
大
福
光
寺
本
「
方
丈
記
」
を
中
心
と
し
た
鴨
長
明
作
品
の
文
献
学
的
研
究
」
の

第
二
回
研
究
会
（
二
○
二
年
十
一
月
十
四
日
、
於
花
園
大
学
無
聖
館
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
の
大
井
三
代
子
氏
に
は
、
山
岸
徳
平
氏
と
「
方
丈
記
』
の
影
写
本
に
つ
い
て

ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
あ
ら
た
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

だ
得
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
そ
の
扱
い
が
不
当
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。

近
年
で
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
田
野
村
・
加
賀
両
氏
に
よ
る
『
真
字
本
方
丈
記
影
印
・
注
釈
・
研
究
』
に
お
い
て
、
略
本

の
各
系
統
の
比
較
・
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
長
享
本
系
・
延
徳
本
系
の
本
文
に
つ
い
て
は
前
述
の
「
総
索
引
』
に
依
っ

て
い
る
か
ら
、
そ
の
問
題
点
は
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
。

拙
稿
で
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
長
享
本
系
諸
本
に
つ
い
て
は
す
で
に
簗
瀬
一
雄
が
、
『
彰
考
館
本
方
丈
記
』
や
『
吉
沢
本
方

丈
記
』
の
解
題
に
お
い
て
、
「
長
享
本
の
厳
重
な
校
本
が
待
望
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
略
本
諸
本
の
調
査
、
翻
刻
、

研
究
等
に
お
い
て
は
こ
の
点
が
い
ま
だ
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
略
本
に
お
い
て
、
長
享
本
八
本
、
延
徳
本
三
本
、
最
簡
略
本
二
本
の
対
照
本
文
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
検
討
し
た
略
本

諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
私
見
も
あ
る
が
、
分
量
が
多
い
。
ど
う
に
か
し
て
発
表
の
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は

流
布
本
・
古
本
系
の
諸
本
の
調
査
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
１
）
『
方
丈
記
」
諸
本
の
分
類
は
、
簗
瀬
一
雄
「
方
丈
記
研
究
序
説
」
（
「
国
文
学
研
究
」
第
六
輯
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
編
、
同
学

<~弓、

窪
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引
用
文
献
一
覧

青
木
伶
子
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
五
年
十
月

浅
見
和
彦
「
テ
キ
ス
ト
と
古
注
釈
『
方
丈
記
』
」
、
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
五
十
九
巻
、
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
五
月

有
馬
賢
頼
『
方
丈
記
』
集
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
年
八
月

岩
松
東
雄
「
異
本
方
丈
記
」
、
「
心
の
花
」
第
十
八
巻
第
五
号
、
竹
柏
会
、
一
九
一
四
年
五
月

（
３
）

（
４
）

（
２
）

（
５
）

（
６
）

出
版
部
、
一
九
三
六
年
十
一
月
。
の
ち
に
、
同
氏
『
鴨
長
明
の
新
研
究
』
中
文
館
書
店
、
一
九
三
八
年
四
月
や
日
本
文
学
研
究
資

料
叢
書
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』
日
本
文
学
研
究
資
料
刊
行
会
、
有
精
堂
、
一
九
七
一
年
七
月
・
簗
瀬
一
雄
著
作
集
二
『
鴨
長
明
研

究
』
加
藤
中
道
館
、
一
九
八
○
年
十
月
に
収
録
）
で
示
さ
れ
た
も
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
克
衛
・
関
口
忠
男
の
「
方
丈
記
研
究
史
（
上
）
」
（
「
古
典
遺
産
」
第
二
十
四
号
、
古
典
遺
産
の

会
、
一
九
七
二
年
九
月
）
、
拙
稿
「
『
方
丈
記
』
諸
本
概
説
」
（
二
松
學
舍
大
学
文
学
部
編
『
今
日
は
一
日
、
方
丈
記
』
新
典
社
、

二
○
一
三
年
十
月
刊
行
予
定
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

簗
瀬
一
雄
著
『
方
丈
記
付
現
代
語
訳
（
角
川
文
庫
）
」
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
六
月
、
一
五
七
頁
。

『
古
筆
切
・
拾
遺
（
二
）
』
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
八
十
四
巻
、
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
・
冷
泉
為
人
編
、
朝
日
新
聞
社
、

『
随
筆
紀
行
文
集
』
細
川
家
永
吉
文
庫
叢
刊
第
十
二
巻
、
財
団
法
人
永
胄
文
庫
編
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
十
二
月
。

『
鴨
長
明
研
究
』
は
鴨
長
明
学
会
の
雑
誌
。
小
川
寿
一
が
代
表
を
つ
と
め
、
事
務
局
は
龍
谷
大
学
に
置
か
れ
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三

三
）
二
月
に
創
刊
さ
れ
、
ほ
ぼ
毎
月
刊
行
さ
れ
、
同
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
、
第
三
十
七
号
（
第
六
巻
第
三
号
）
ま
で
続
い
た
。

『
古
筆
切
・
拾
遺
（

二
○
○
九
年
二
月
。

『
随
筆
紀
行
文
集
」
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『方丈記』諸本の再調査

川
瀬
一
馬
「
方
丈
記
』
（
新
註
国
文
学
叢
書
）
講
談
社
、
一
九
四
八
年
五
月

草
部
了
円
『
方
丈
記
諸
本
の
本
文
校
訂
に
関
す
る
研
究
』
初
音
書
房
、
一
九
六
六
年
一
月

佐
竹
昭
広
・
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記
・
徒
然
草
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
九
）
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
一
月

菅
野
真
梁
「
異
本
方
丈
記
研
究
小
史
」
、
「
歴
史
と
国
文
学
」
第
三
巻
第
四
号
、
大
洋
社
、
一
九
三
○
年
十
月

鈴
木
知
太
郎
「
方
丈
記
諸
本
解
説
略
」
、
山
田
孝
雄
著
『
方
丈
記
」
宝
文
館
、
一
九
四
三
年
六
月

田
野
村
千
寿
子
・
加
賀
元
子
『
真
字
本
方
丈
記
影
印
・
注
釈
・
研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
十
月

手
崎
政
男
『
方
丈
記
論
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
二
月

藤
岡
作
太
郎
著
『
鎌
倉
室
町
時
代
文
学
史
』
大
倉
書
店
、
一
九
一
五
年
五
月

細
野
哲
雄
『
方
丈
記
」
（
日
本
古
典
全
書
）
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
○
年
八
月

松
浦
貞
俊
『
方
丈
記
五
種
」
（
古
典
文
庫
第
五
冊
）
古
典
文
庫
刊
、
一
九
四
七
年
六
月

大
曽
根
章
介
・
久
保
田
淳
編
『
鴨
長
明
全
集
』
貴
重
本
刊
行
会
、
二
○
○
○
年
五
月

小
川
寿
一
校
『
延
徳
校
本
異
本
方
丈
記
」
（
龍
谷
大
学
国
文
学
会
出
版
叢
書
第
五
編
）
、
龍
谷
大
学
国
文
学
会
刊
、
一
九
二
八
年
十
月

小
川
寿
一
編
『
延
徳
本
異
本
方
丈
記
』
（
鴨
長
明
叢
書
第
一
輯
第
三
編
）
、
鴨
長
明
学
会
・
鴨
長
明
叢
書
完
成
会
、
一
九
三
三
年
十
月

小
川
寿
一
「
方
丈
記
耆
史
」
、
吉
沢
義
則
編
『
本
文
校
異
方
丈
記
諸
抄
大
成
』
立
命
館
出
版
部
、
一
九
三
三
年
六
月
。
初
出
は
「
方
丈
記

刊
行
史
」
、
「
鴨
長
明
研
究
」
第
二
・
三
合
併
号
、
鴨
長
明
学
会
、
一
九
三
三
年
三
月
。

加
賀
元
子
「
長
谷
寺
豊
山
文
庫
蔵
「
方
丈
記
』
に
つ
い
て
ｌ
略
本
『
方
丈
記
』
遡
行
ｌ
」
、
「
武
庫
川
国
文
」
第
四
十
七
号
、
武
庫
川
女
子

大
学
、
一
九
九
六
年
三
月
。
の
ち
に
、
翻
刻
部
分
を
除
き
、
同
氏
著
『
中
世
寺
院
に
お
け
る
文
芸
生
成
の
研
究
』
汲
古
書
院
、

二
○
○
三
年
一
月
に
収
録
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拙
稿
ａ
「
『
方
丈
記
」
の
諸
本
に
関
す
る
覚
書
Ｉ
長
享
本
の
中
か
ら
ｌ
」
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
鴨
長
明
と
そ
の
時
代
方
丈
記
八
○

○
年
記
念
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
創
立
四
十
周
年
特
別
展
示
図
録
）
、
二
○
一
二
年
五
月

拙
槁
ｂ
「
先
行
研
究
に
見
る
、
『
方
丈
記
』
の
諸
本
と
そ
の
影
印
・
翻
刻
・
解
題
一
覧
（
槁
）
」
、
収
録
言
は
右
に
同
じ
。

拙
槁
Ｃ
「
『
方
丈
記
』
諸
本
の
再
調
査
ｌ
長
享
本
、
そ
の
二
ｌ
」
、
「
鴨
長
明
研
究
と
資
料
」
第
一
輯
、
二
松
學
舍
大
学
磯
水
絵
研

三
角
洋
一
「
『
方
丈
記
』
の
古
本
系
諸
本
の
関
係
」
、
「
国
語
と
国
文
学
」
第
一
○
六
二
号
（
平
成
二
十
四
年
五
月
特
集
号
「
中
世
の
随
筆
・

日
記
」
）
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
○
一
二
年
五
月

簗
瀬
一
雄
「
方
丈
記
伝
本
考
」
、
同
『
鴨
長
明
の
新
研
究
」
中
文
館
書
店
、
一
九
三
八
年
四
月
。
の
ち
に
、
簗
瀬
「
方
丈
記
伝
本
考
補
遺
」
、

が
『
俊
恵
及
び
長
明
の
研
究
』
第
二
冊
（
碧
沖
洞
叢
書
第
三
十
二
輯
）
、
簗
瀬
一
雄
刊
、
一
九
六
三
年
五
月
に
、
改
訂
版
が
同

『
鴨
長
明
研
究
」
（
簗
瀬
一
雄
著
作
集
二
）
加
藤
中
道
館
、
一
九
八
○
年
十
月
に
収
録

簗
瀬
一
雄
『
彰
考
館
本
異
本
方
丈
記
」
（
碧
沖
洞
叢
書
第
十
二
輯
）
著
者
刊
、
一
九
六
一
年
九
月

簗
瀬
一
雄
『
吉
沢
本
方
丈
記
』
（
碧
沖
洞
叢
書
第
三
十
三
輯
）
著
者
刊
、
一
九
六
三
年
五
月

簗
瀬
一
雄
『
延
徳
本
方
丈
記
』
（
碧
沖
洞
叢
書
第
四
十
四
輯
）
著
者
刊
、
一
九
六
四
年
一
月

簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
付
現
代
語
訳
』
（
角
川
文
庫
）
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
六
月

簗
獺
一
雄
『
方
丈
記
全
注
釈
』
角
川
書
店
、
一
九
七
一
年
八
月

山
岸
徳
平
「
方
丈
記
、
私
の
害
写
本
」
、
細
野
哲
雄
校
注
『
方
丈
記
」
（
日
本
古
典
全
書
）
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
○
年
八
月
、
附
録

吉
川
秀
雄
『
校
定
方
丈
記
評
釈
」
精
文
館
書
店
、
一
九
二
四
年
九
月

究
室
編
、
二
○
一
二
年
十
月
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